
　淡路ファームパークイングランドの丘と美菜恋来屋で３月4日、

松帆銅鐸イベント「淡路島古代フェスティバル」が開催されました。

　この日はゆめるんが、松帆銅鐸が発見された弥生時代の衣服「貫
かん

頭
とう

衣
い

」を着て登場。守本市長と倭文小学校の児童と一緒に記念撮

影を行いました。（関連記事３頁）

広報南あわじ４月号（平成 30 年４月１日発行 No.159）

弥生人に想いを馳せる

だから住みたい
南
あ
わ
じ　だから住み

たい
南
あ
わ
じ　

４
広報 
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中
田
前
市
長

井
戸
兵
庫
県
知
事
か
ら
感
謝
状

◆
第
65
回
兵
庫
県
広
報
コ
ン

　

ク
ー
ル
1
枚
写
真
の
部

　

広
報
南
あ
わ
じ
11
月
号
の
小

学
生
の
陸
上
競
技
大
会
を
撮
影

し
た
表
紙
写
真
が
兵
庫
県
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選
し
ま
し

た
。

※
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん

　

に
読
み
や
す
く
、
親
し
ま
れ

　

る
広
報
紙
の
作
成
に
努
め
て

　

ま
い
り
ま
す

◆
第
30
回
近
畿
市
町
村
広
報

　

紙
コ
ン
ク
ー
ル

　

昨
年
10
月
1
日
発
行
の
広
報

南
あ
わ
じ
10
月
号
が
近
畿
市
町

村
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

郷
土
芸
能
で
あ
る
淡
路
人
形

浄
瑠
璃
に
よ
る
振
り
込
め
詐
欺

の
注
意
喚
起
を
取
り
上
げ
た
特

集
記
事
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

受
賞
を
喜
ぶ
広
報
担
当
者
と
受
賞
し

た
広
報
紙
へ
の
二
次
元
コ
ー
ド
：（
上
）

10
月
号
、（
下
）11
月
号

井
戸
兵
庫
県
知
事（
右
）か
ら
感
謝
状

を
受
け
取
る
中
田
前
市
長（
左
）

広
報　

月
号
・　

月
号
が

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
賞
を
受
賞

　

中
田
勝
久
前
南
あ
わ
じ
市
長

の
在
職
期
間
中
の
兵
庫
県
政
へ
の

協
力
と
地
方
自
治
振
興
へ
の
功
労

に
対
し
て
２
月
13
日
、
兵
庫
県

庁
で
井
戸
知
事
か
ら
感
謝
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
田
氏
は
合
併
後
の
平
成
17

年
２
月
か
ら
初
代
南
あ
わ
じ
市

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
３
期
12

年
間
に
わ
た
り
、
少
子
対
策
や

防
災
・
減
災
対
策
、
産
業
振
興

を
は
じ
め
、
観
光
・
教
育
・
文

化
の
向
上
に
多
大
な
る
功
績
を

残
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
兵
庫
県
市
長
会
の
副
会

長
を
は
じ
め
、
県
漁
港
漁
場
協

会
会
長
や
県
港
湾
協
会
理
事
、

県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
副
会

長
な
ど
の
要
職
も
務
め
ら
れ
、

県
政
の
発
展
に
も
多
大
な
る
尽

力
を
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の

感
謝
状
贈
呈
と
な
り
ま
し
た
。

市政ひろば

「南あわじ創生」の実現を
～地域から日本を元気に～施政

方針
　

２
月
23
日
に
招
集
さ
れ
第
77
回
市
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
守
本
市
長
が
施
政
方
針
を

述
べ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
、
施
政
方
針
の
全
文
と
予
算
の
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。（
予
算
と
主
要
事
業
の
記
事
は
４
～
７

頁
）　

（
施
政
方
針
概
要
）

　

全
国
的
に
人
口
減
少
や
東
京
一
極
集
中
が
進

み
日
本
の
将
来
へ
の
不
安
が
高
ま
り
つ
つ
も
、
一

方
で
、
地
域
が
持
つ
魅
力
や
可
能
性
に
か
つ
て

な
い
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

兆
し
を
確
固
た
る
も
の
と
し
、
地
域
か
ら
日
本

を
元
気
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
自
ら
の
地
域
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
よ

う
と
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
皆
様
と
手
を
携

え
、南
あ
わ
じ
ら
し
さ
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
望
む
生
き
方
、
働
き
方
を
実
現

で
き
る
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し

い
地
域
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
地
域
創
生
に

挑
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

【
５
つ
の
行
動
】

❶
超
高
齢
化
社
会
の
克
服
（
仕
事
・
社
会
貢 

　
献
の
継
続
に
よ
る
健
康
寿
命
の
伸
長
）

　

本
市
の
最
大
の
課
題
は
、
急
激
な
人
口
減

少
と
超
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
で
す
。

　

こ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
シ
ニ
ア

世
代
の
皆
様
方
に
、
で
き
る
だ
け
社
会
を
支
え

る
側
に
立
ち
続
け
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
社
会

参
加
に
よ
る
生
き
が
い
や
喜
び
を
通
じ
て
健
康

を
保
ち
続
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
民
に
よ
る
主
体
的
な
地
域
活
動
や
就
業

機
会
の
創
出
を
図
る
な
ど
、
シ
ニ
ア
世
代
等
の

活
躍
の
場
を
拡
大
し
、健
康
保
持
に
よ
る
医
療
・

介
護
費
用
の
低
減
や
地
域
の
人
手
不
足
の
解
消

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
高
齢
者
等
元

気
活
躍
推
進
事
業
」
を
最
重
要
施
策
に
掲
げ

て
お
り
、
平
成
30
年
度
は
い
く
つ
か
の
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

❷
子
育
て
環
境
の
向
上
と
教
育
の
充
実

　

少
子
対
策
は
本
市
の
看
板
施
策
の
一
つ
と
し

て
定
着
し
、
平
成
27
年
国
勢
調
査
な
ど
に
よ
る

合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
８
３
と
県
内
ト
ッ
プ

で
す
。
こ
の
大
き
な
要
因
は
全
国
に
先
駆
け
て

保
育
料
の
無
償
化
を
実
現
し
、
様
々
な
子
育
て

施
策
を
推
進
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

い
よ
い
よ
国
で
も
無
償
化
の
方
針
が
打
ち
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
動
き
を
注
視
し
つ
つ
、
子
育

て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

義
務
教
育
段
階
で
の
魅
力
あ
る
教
育
環
境

づ
く
り
も
重
要
で
す
。
手
触
り
感
の
あ
る
教

育
を
通
じ
て
知
識
を
蓄
積
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
社
会
人
基
礎
力
の
養
成
を
進
め
ま
す
。

❸
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
地
元
産
業
の
活

　
性
化

　

食
、
自
然
、
歴
史
。
淡
路
島
は
こ
の
三
つ
を

兼
ね
備
え
る
、
日
本
で
も
屈
指
の
地
域
資
源
に

恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。
現
在
、
淡
路
島
の
最
大

の
吸
引
力
の
源
は
、
豊
か
な
食
産
業
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
対
外
的
な
ブ
ラ
ン
ド
力
を
持

つ
強
力
な
産
品
が
育
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
資
産
を
、
皆
が
大
切
に
思
い
、
磨
き
上

げ
、
効
果
的
に
発
信
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、

国
内
・
国
際
観
光
は
言
う
に
及
ば
ず
、
産
業
の

様
々
な
分
野
に
大
き
な
波
及
効
果
を
生
む
こ
と

が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

❹
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

　

近
い
将
来
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県
津
波
防
災

イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
で
重
点
地
区
に
指
定
さ
れ

て
い
る
福
良
港
、
阿
万
港
、
沼
島
漁
港
に
お
け

る
防
波
堤
等
の
整
備
を
国
・
県
と
連
携
し
つ
つ

着
実
に
実
施
し
ま
す
。

❺
「
対
話
と
行
動
の
行
政
」
の
実
現
に
よ
る
ま

　
ち
づ
く
り

　

昨
年
春
に
市
民
協
働
課
を
設
置
し
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
事
業
補
助
金
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、

「
対
話
と
行
動
の
行
政
」
の
具
体
化
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
自
治
会
を
は
じ
め
地
域

の
皆
様
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
平
成

29
年
度
は
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
3
件
の

事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
は

市
民
協
働
課
を
市
民
部
か
ら
新
設
す
る
総
務

企
画
部
へ
移
管
し
、

全
庁
を
挙
げ
た
「
対

話
と
行
動
の
行
政
」

の
実
現
を
一
層
強
力

に
推
進
し
ま
す
。

▲議場で施政方針を述べる守本市長

▲施政方針全文

じ
め
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
グ
ッ

ズ
な
ど
を
販
売
す
る
マ
ル
シ
ェ

が
美
菜
恋
来
屋
内
に
登
場
。
大

勢
の
来
場
者
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
グ
ッ
ズ
を
買
い
求
め
て
い
ま
し

た
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
の
ヒ
ル

ト
ッ
プ
ホ
ー
ル
で
は
元
興
寺
文
化

財
研
究
所
の
小
村
真
理
さ
ん
に

よ
る
講
演
「
松
帆
銅
鐸
の
紐
と

古
代
の
紡
織
技
術
に
つ
い
て
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
国
内
外
の
歴

史
的
な
紐
の
素
材
や
組
み
方
な

ど
の
紡
織
技
術
と
松
帆
銅
鐸
か

ら
発
見
さ
れ
た
紐
と
の
比
較
な

ど
の
話
は
、
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
の

来
場
者
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

歴
史
的
な
大
発
見
と
な
っ
た

松
帆
銅
鐸
。
こ
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
３
月
４
日
、
淡
路
島

古
代
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
淡
路

フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
丘
と
美
菜
恋
来
屋
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
松
帆

銅
鐸
や
組
み
紐
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
ほ

か
、
淡
路
島
牛
乳
を
使
っ
た
松

帆
銅
鐸
の
形
を
し
た
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
づ
く
り
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
ら
が
挑

戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
松
帆
銅
鐸
だ
け
で
な
く
、

倭
文
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
「
古

代
布
し
づ
お
り
」
の
販
売
を
は

松
帆
銅
鐸
を
Ｐ
Ｒ

淡
路
島
古
代
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
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一般会計歳出（性質別）

歳
入
内
訳
の
用
語
解
説

◆
自
主
財
源

　

皆
様
に
収
め
て
い
た
だ
く
市

税
や
施
設
使
用
料
な
ど
、
市
が

独
自
で
調
達
す
る
お
金

❶
市
税
＝
市
民
税
や
固
定
資
産

税
な
ど
❷
繰
入
金
＝
基
金
（
市

の
貯
金
）
の
取
り
崩
し
な
ど
❸

諸
収
入
＝
貸
付
金
元
利
収
入
や

預
金
利
子
な
ど
❹
使
用
料
及
び

手
数
料
＝
公
共
施
設
の
使
用
料

な
ど
❺
寄
附
金
＝
ふ
る
さ
と
納

税
な
ど
❻
そ
の
他
＝
分
担
金
及

び
負
担
金
、
財
産
収
入
な
ど

◆
依
存
財
源

　

地
方
交
付
税
や
国
・
県
支

出
金
な
ど
、
国
や
県
か
ら
市
に

入
っ
て
く
る
お
金

❶
地
方
交
付
税
＝
地
方
の
財
源

の
均
衡
を
図
る
た
め
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金
❷
市
債
＝
事
業

を
す
る
際
銀
行
等
か
ら
借
り
る

お
金
❸
国
庫
・
県
支
出
金
＝
事

業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
の
補

助
❹
地
方
消
費
税
交
付
金
＝
地

方
消
費
税
の
一
部
を
財
源
と
し

て
県
が
人
口
で
按
分
し
、
市
に

対
し
て
交
付
す
る
も
の
❺
地
方

譲
与
税
＝
国
税
と
し
て
徴
収
さ

れ
、
一
律
的
に
譲
与
さ
れ
る
お

金
❻
そ
の
他
＝
自
動
車
取
得
税

交
付
金
な
ど
の
交
付
金

歳
出
内
訳
の
用
語
解
説

❶
民
生
費
＝
高
齢
者
福
祉
や
少

子
化
対
策
な
ど
❷
公
債
費
＝
借

入
金
（
市
の
借
金
）
の
返
済
金

❸
教
育
費
＝
小
中
学
校
の
教
育

内
容
充
実
や
環
境
整
備
な
ど
❹

衛
生
費
＝
保
健
衛
生
や
ゴ
ミ
処

理
な
ど
❺
総
務
費
＝
一
般
事
務

経
費
や
市
役
所
の
管
理
な
ど
❻

土
木
費
＝
道
路
や
河
川
・
公
園

の
整
備
・
管
理
な
ど
❼
農
林
水

産
業
費
＝
農
林
水
産
業
の
振
興

❽
消
防
費
＝
防
災
対
策
や
消
防

団
活
動
な
ど
❾
商
工
費
＝
商
工

業
の
振
興
、
観
光
事
業
の
促
進

な
ど
�
議
会
費
＝
議
会
の
運
営

な
ど
�
そ
の
他
＝
諸
支
出
金
、

労
働
費
、
災
害
復
旧
費
、
予
備

費
な
ど

4

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
火

葬
場
建
設
事
業
、
市い
ち

保
育
所
整
備
事
業

な
ど
大
型
の
施
設
整
備
事
業
や
、「
５
つ

の
行
動
」（
①
仕
事
・
社
会
貢
献
の
継
続

に
よ
る
健
康
寿
命
の
伸
長
、
②
子
育
て
の

環
境
の
向
上
と
教
育
の
充
実
、
③
地
域
資

源
を
活
か
し
た
地
元
産
業
の
活
性
化
、
④

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
、
⑤
対
話
と

行
動
の
行
政
）
に
基
づ
い
て
予
算
を
計
上

し
た
結
果
、
前
年
度
肉
付
け
後
予
算
（
平

成
29
年
度
6
月
補
正
後
）
と
比
較
し
て
、

4
億
２
８
０
０
万
円
増
の
２
６
７
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
以
降
、
５

年
連
続
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
が
経
常
経

費
の
削
減
や
財
源
の
効
率
配
分
に
努
め
た

こ
と
に
よ
り
、
８
年
連
続
し
て
財
政
調
整

基
金
に
頼
ら
ず
、
収
支
均
衡
の
と
れ
た
予

算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
歳
入

　

市
税
は
、
３
年
に
１
度
の
評
価
替
え
の
影

響
に
よ
り
固
定
資
産
税
が
減
収
と
な
る
一
方

で
、
給
与
所
得
の
増
に
よ
る
個
人
市
民
税
の

増
収
、
軽
自
動
車
税
の
新
税
率
や
重
課
税

率
適
用
車
両
が
増
加
に
よ
る
増
収
に
よ
り
、

全
体
で
56
億
５
７
３
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
４
町
合
併
後
13
年
が

経
過
し
、
合
併
団
体
に
対
す
る
特
例
措
置

が
段
階
的
に
縮
小
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
減
収
と
な
り
90
億
７
０
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

市
債
は
、
火
葬
場
建
設
事
業
や
市い
ち

保
育

所
整
備
事
業
な
ど
の
大
規
模
な
施
設
や
道

路
整
備
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
の
財
源
と

し
て
39
億
５
９
９
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
歳
出

　

民
生
費
で
は
、
市い
ち

保
育
所
整
備
事
業
費

や
市い
ち

学
童
保
育
所
の
建
設
事
業
費
な
ど
を

計
上
し
72
億
３
１
８
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
公
債
費
は
将
来
世
代
の
負
担
軽
減
の

た
め
繰
上
償
還
を
実
施
し
た
こ
と
で
減
少

傾
向
に
あ
り
、
35
億
６
７
８
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
教
育
費
は
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
導
入
事
業
費
、
公
民
館
の
耐
震
改
修
事

業
費
な
ど
を
計
上
し
、
29
億
６
７
９
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
衛
生
費
で
は
、
火

葬
場
建
設
事
業
費
を
計
上
し
た
こ
と
に
よ

り
大
き
く
増
加
し
、
27
億
９
９
３
５
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
総
務
費
は
地
域
づ
く

り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
へ
の
補
助
金
や
市
役

所
内
の
業
務
改
革
、
入
札
や
契
約
業
務

の
技
術
支
援
業
務
委
託
費
な
ど
を
計
上

し
、
27
億
７
５
７
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
土
木
費
は
道
路
橋
梁
の
長
寿
命
化
事

業
費
や
排
水
対
策

事
業
費
を
計
上
し
、

27
億
６
４
５
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
農

林
水
産
業
費
は
、
６

次
産
業
化
交
付
金
事

業
な
ど
を
計
上
し
、

21
億
５
４
１
９
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成 30 年度一般　会計予算 267 億円

項　目 予算額 前年度比

国民健康保険  69 億 2,423 万円 － 19.0％

後期高齢者医療 7 億 234 万円 ＋ 6.5％

介護保険 48 億 6,491 万円 － 4.3％

土地開発 1 億 3,375 万円 － 24.2%

産業廃棄物
最終処分 6,434 万円 － 10.4％

ケーブルテレビ 5 億 289 万円 － 33.3%

国民宿舎（新設） 7,974 万円 －

下水道 　51 億 3,843 万円 － 11.5％

農業共済  5 億 3,553 万円 ＋ 15.5％

財産区４会計 1,217 万円 － 2.2％

合　計 189 億 5,833 万円 － 13.5％

歳入 267 億円歳出 267 億円

特別・企業会計

依存財源
（69.2％）

自主財源
（30.8％）

市税
56 億 5,738 万円

（21.2％）

地方交付税
90 億 7,000 万円（34.0％）

市債
39 億 5,990 万円

（14.8％）

国庫支出金
20 億 3,612 万円

（7.6％）

県支出金
21 億 2,806 万円

（8.0％）

地方消費税交付金
7 億 9,900 万円（3.0％）

地方譲与税　2 億 9,600 万円（1.1％）

繰入金　8 億 8,698 万円（3.3％）

諸収入　6 億 8,093 万円（2.6％）

寄附金　3 億 6,739 万円（1.4％）

使用料及び手数料
　　　　4 億 5,373 万円（1.7％）

その他　１億 6,850 万円（0.6％）

・分担金及び負担金 8,668 万円
・財産収入 8,182 万円

その他　1 億 9,601 万円（0.7％）

・自動車取得税交付金 1 億 1,000 万円
・配当割交付金 3,200 万円　など

民生費
72 億 3,181 万円

（27.1％）

公債費
35 億 678 万円

（13.1％）

教育費
29 億 6,790 万円

（11.1％）

衛生費
27 億 9,935 万円

（10.5％）

総務費
27 億 7,576 万円

（10.4％）

土木費 
27 億 6,450 万円（10.4％）

農林水産業費
21 億 5,419 万円

（8.1％）

消防費　
11 億 9,889 万円（4.4％）

議会費　2 億 353 万円（0.8％）

商工費　3 億 9,531 万円（1.5％）

その他　7 億 198 万円（2.6％）

項　目 予算額 構成比

補助費等 45 億 9,720 万円 17.2％

普通建設
事業費 44 億 1,672 万円 16.5％

物件費 41 億 9,335 万円 15.7％

人件費 35 億 6,353 万円 13.4％

公債費 35 億 678 万円 13.1％

扶助費 32 億 2,505 万円 12.1％

繰出金 23 億 8,682 万円 9.0％

その他 　8 億 1,055 万円 3.0％

合　計 267 億円 100.0％

問財務課☎43-5210

※（　）内は構成比※（　）内は構成比

平成 30 年度予算の詳しい
内容については上記二次元
コードからご確認ください。

　国民健康保険特別会計は、平成 30 年度より都道
府県が財政運営の主体となることから、平成 29 年
度当初予算に比べ 16 億 886 万円（19.0％）の減
となっています。
　ケーブルテレビ事業特別会計は、民間化推進事
業にかかる補助金が平成 29 年度で終了となるた
め、平成 29 年度当初予算に比べ２億 5,144 万円

（33.3％）の減となっています。
　国民宿舎事業特別会計は、施設の指定管理に合
わせ企業会計の国民宿舎事業会計を廃止し、特別会
計を新設したものです。



平
成
30
年
度

　
主
要
事
業

　

政
策
の
柱
で
あ
る
「
５
つ
の
行
動
」
に

基
づ
く
主
要
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
新
規
・
拡
充
事
業

❶
仕
事
・
社
会
貢
献
の
継
続
に
よ
る

　
健
康
寿
命
の
伸
長

　

地
域
活
動
や
就
業
機
会
の
創
出
な
ど
シ

ニ
ア
世
代
の
活
躍
拡
大
、
健
康
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
健
診
事
業
、
医
療
・
介
護
費

用
の
低
減
に
取
り
組
み
、
健
康
寿
命
の
伸

長
を
め
ざ
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
の
活
躍
推
進

　

地
域
活
動
の
担
い
手
確
保
や
、
シ
ニ
ア

世
代
等
の
労
働
力
と
人
手
不
足
に
悩
む
雇

用
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
、
シ
ニ
ア
世

代
の
活
躍
の
場
を
創
出
し
ま
す
。
ま
た
地

域
経
済
の
好
循
環
を
見
据
え
た
ポ
イ
ン
ト

制
度
を
試
行
実
施
し
ま
す
。

 

❹
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

　

災
害
対
策
（
地
震
・
津
波
・
豪
雨
や
高

潮
等
の
水
害
）、
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

対
策
等
、
空
き
家
対
策
な
ど
市
内
の
安
心
・

安
全
の
た
め
の
取
組
み
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
環
境
衛
生
施
設
の
整
備
と
し
て
火
葬

場
の
建
設
に
本
格
着
手
し
ま
す
。

◆
地
域
防
災
計
画
の
策
定

　

国
や
県
な
ど
の
防
災
計
画
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
ほ
か
、
近
年
の
災
害
教
訓
を
踏
ま

え
、
南
あ
わ
じ
市
の
地
域
防
災
計
画
の
改

訂
版
を
作
成
し
ま
す
。

◆
空
家
等
対
策
事
業

　

空
家
等
の
実
態
調
査
結
果
や
所
有
者
へ

の
助
言
記
録
な
ど
を
一
元
管
理
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。
ま
た
、
倒
壊
等

に
よ
り
周
辺
へ
の
危
険
が
あ
る
建
物
除
去

に
対
し
て
費
用
の
一
部
補
助
を
行
い
ま
す
。

◆
火
葬
場
建
設
事
業

　

現
在
の
火
葬
場
老
朽
化
に
伴
い
、
桜
花

の
郷
に
新
し
い
火
葬
場
を
建
設
し
ま
す
。

【
継
続
事
業
】
災
害
用
避
難
路
の
整
備
、
自

主
防
災
組
織
の
育
成
、
消
防
団
活
動
の

支
援
、
賀
集
八
幡
防
災
公
園
の
整
備
、

道
路
橋
梁
の
長
寿
命
化
・
修
繕
事
業
、

三
原
川
流
域
治
水
対
策
事
業
等

❺
対
話
と
行
動
の
行
政

　「
地
域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進

す
る
た
め
の
取
り
組
み
と
市
役
所
の
業
務

の
効
率
化
や
組
織
の
最
適
化
を
図
る
業
務

改
革
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
地
域
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
へ
の
補
助

　

地
域
が
抱
え
る
課
題
に
向
け
て
具
体
的

に
取
り
組
む
事
業
に
対
し
て
、
行
政
が
サ

ポ
ー
ト
役
と
な
り
実
現
に
向
け
た
後
押
し

を
行
い
ま
す
。

◆
業
務
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

市
役
所
内
の
業
務
を
見
直
し
、
効
率

化
を
図
り
つ
つ
問
題
点
を
改
善
及
び
内
部

統
制
制
度
導
入
に
取
り
組
み
、
適
正
な
事

務
の
執
行
、
法
令
遵
守
を
通
じ
て
、
市
民

か
ら
信
頼
さ
れ
る
組
織
文
化
を
醸
成
し
ま

す
。

【
継
続
事
業
】
技
術
支
援
業
務
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
自
治
会
等
）
へ
の
支
援
、

地
域
福
祉
拠
点
づ
く
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
発
行
促
進
事
業
、
市
民
ま
つ

り
の
開
催
等

※
写
真
付
で
事
業
概
要
を
わ
か
り
や
す
く
説

　
明
し
た「
事
業
概
要
説
明
書
」を
市
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

◆
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
事
業

　

乳
幼
児
期
に
お
け
る
急
性
胃
腸
炎
の
主

要
因
で
あ
る
ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
の
予
防
接
種

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
継
続
事
業
】
町
ぐ
る
み
健
診
事
業
、
定

期
予
防
接
種
事
業
、
小
児
救
急
診
療
事

業
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
助
成
、
高
齢

者
大
学
う
ず
し
お
学
園
の
助
成
、
福
祉

医
療
費
の
助
成
等

❷
子
育
て
環
境
の
向
上
と
教
育
の
充
実

　

南
あ
わ
じ
市
で
子
育
て
を
し
た
い
と
思

え
る
保
育
・
教
育
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

◆
市い

ち

保
育
所
整
備
事
業

　

入
所
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
手
狭
と

な
っ
て
い
る
市
保
育
所
に
つ
い
て
、「
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
と
し
て
整
備
す

る
た
め
の
建
替
え
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

◆
保
育
士
確
保
対
策
事
業

　

島
外
か
ら
の
新
規
採
用
保
育
士
へ
の
就

労
支
援
一
時
金
の
支
給
や
賃
貸
住
宅
等
の

借
上
げ
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
市い

ち

学
童
保
育
所
の
新
築

　

教
室
不
足
が
見
込
ま
れ
る
学
童
保
育
に

つ
い
て
、
市
小
学
校
隣
接
地
に
学
童
保
育

所
を
新
築
し
ま
す
。

◆
防
災
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業

　

児
童
生
徒
に
自
ら
の
命
を
守
る
力
を
身

に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
、
防
災
教
育
授
業

や
学
習
会
の
実
施
や
東
北
の
被
災
地
へ
派

遣
し
ま
す
。

◆
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
事
業

　

児
童
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
や
表
現
力
を
養
う
、
人
形
浄
瑠
璃
を
活

用
し
た
教
育
課
程（
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）

を
開
発
し
ま
す
。

◆
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

学
校
に
情
報
共
有
や
メ
ー
ル
が
で
き
る

グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
導
入
し
、
校
務
軽
減

を
図
り
ま
す
。
児
童
生
徒
の
成
績
管
理
や

出
欠
管
理
、
通
知
表
を
シ
ス
テ
ム
で
試
験

導
入
し
ま
す
。

◆
理
科
教
材
備
品
購
入

　

5
年
毎
に
顕
微
鏡
や
標
本
等
の
教
育
用

備
品
を
購
入
し
、
市
内
小
中
学
校
の
理
科

教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
プ
ロ
か
ら
学
ぶ
創
造
力
養
成
事
業

　

中
学
生
を
対
象
に
、
兵
庫
ゆ
か
り
の
ク

リ
エ
イ
タ
ー
を
招
し
ょ
う

聘へ
い

し
た
講
演
会
等
を
実

施
し
、
豊
か
な
感
性
を
働
か
せ
、
新
た
な

ア
イ
デ
ア
を
創
造
す
る
力
を
養
成
し
ま

す
。

【
継
続
事
業
】３
歳
児
以
上
保
育
料
無
料
化
、

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
妊
婦

健
康
診
査
費
の
助
成
、
島
外
医
療
機
関

で
の
妊
婦
健
診
・
出
産
の
交
通
費
助
成
、

新
婚
世
帯
家
賃
補
助
、
マ
イ
ホ
ー
ム
取

得
補
助
、
松
帆
銅
鐸
活
用
事
業
等

❸
地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
元
産
業
の

　
活
性
化

　

南
あ
わ
じ
市
の
地
域
資
源
の
魅
力
発
信

や
地
域
資
源
を
生
み
出
す
生
産
基
盤
へ
の

投
資
な
ど
地
元
産
業
を
強
化
・
支
え
る
取

組
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
サ
イ
ク
リ
ス
ト
支
援
事
業

　

南
あ
わ
じ
、
鳴
門
、
東
か
が
わ
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
、
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や
サ
イ
ク

リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

 

◆
新
製
品
・
新
技
術
開
発
促
進
事
業

　

中
小
企
業
や
個
人
事
業
者
が
新
た
な
事

業
展
開
に
必
要
な
新
製
品
・
新
技
術
の
開

発
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
継
続
事
業
】
ふ
る
さ
と
南
あ
わ
じ
応
援
寄

附
金
の
奨
励
、
ボ
ン
テ
ラ
ン
工
法
導
入

推
進
、
農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
、

新
規
就
農
者
支
援
事
業
、
ド
ロ
ー
ン
産

業
育
成
事
業
、
た
め
池
等
整
備
事
業
、

ほ
場
整
備
事
業
、
栽
培
漁
業
推
進
事
業
、

並
型
魚
礁
設
置
事
業
等

  基金（貯金）残高の見込み
30年度末 市民1人当たり

一般会計 105億2,970万円 21万9,400円

特別会計 10億8,871万円 2万2,700円

企業会計 0万円 0円

合計 116億1,841万円 24万2,100円

【社会福祉関係】
　障害者福祉費 3,730万円　

　福祉医療費 1,890万円　

　保育所費 5,380万円　

　生活保護・扶助費 1,600万円　

【社会保険関係】
　国民健康保険事業 1,480万円　

　後期高齢者医療事業 8,980万円　

　介護保険運営事業 7,630万円　

【保健衛生関係】
　予防接種費 1,450万円　

　健康増進費 740万円　

　がん検診推進事業 20万円　

合計 3億2,900万円　

  市債（借金）残高の見込み
30年度末 市民1人当たり

一般会計 340億7,255万円 71万円

特別会計 21億6,474万円 4万5,100円

企業会計 270億9,862万円 56万4,700円

合計 633億3,591万円 131万9,800円

　平成 30 年度の地方消費税交付金は 7 億 9,900 万
円（2.1％減）を見込みました。地方消費税交付金の
うち3 億 2,900 万円は税率引き上げによる増収分と
して、使途の明確化と「社会保障施策に必要な経費」
の財源とすることとされ、平成 30 年度は以下の事業
に充てています。

※市民１人当たりの額は、平成 30 年２月末住民基本台
   帳人口 47,990 人で算出
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  主な普通建設事業
（建設事業に必要とされる投資的な経費のみを計上）

事業名 予算額

  火葬場建設事業 10億3,474万円　   

  市保育所整備事業 2億6,309万円　

  公民館（広田、湊、福良）耐震・
  大規模改修事業 2億5,981万円　

  三原川流域治水総合対策事業 2億円　

  ため池等整備事業 1億5,954万円　

  賀集八幡防災公園整備事業 1億5,490万円　

  道路橋梁等長寿命化等事業 1億4,500万円　

  ほ場整備事業 1億4,098万円　

  灘漁港整備改修事業 1億2,500万円　

  排水対策事業 8,060万円　

  市学童保育所の新築 4,690万円　

  地方消費税の増収分の充当事業



滑りやすくて危ない床や階段に悩んでいませんか？

滑り止め工事のことならお任せください！
南あわじ市松帆古津路645

しょう　わ　よう ぎょう

TEL：0799-36-2280

現地調査・見積り無料 塗るだけの簡単工事

集合住宅 商業施設 病院・介護施設公共施設一般住宅

動画配信中
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お知らせ

　文部科学省「平成 29 年度私立大学研究ブランディ
ング事業」の一環で「イノシシ・シカのジビエ食品
の開発」に取り組んでおり、このたびタマネギなど

淡路島産の食材とシカ肉を使用し
た「ジビエカレー」を開発しました。
　使用するシカ肉は、南あわじ市
の農業を守るため、学生たちが狩
猟免許を取得し、地元猟師や農会
の助力の元、箱罠により捕獲し、
解体をしたものです。
　スパイスは、インドで 400 年以

上前から用いられていたレシピを参考に、学生が研
究し、10 種類のスパイスと調味料を使った試作品第
１弾が誕生しました。
　学生デザインのパッケージシールと大学ブランド
ロゴを表示した試作品は、今後、大勢の皆さまから
の評価を経た後、さらなる改良を重ね「南あわじ吉
備国際大学ブランドカレー」として商品化を目指し
ております。

■カレー試食会
日時　4 月 25 日（水）12 時 30 分～
※無くなり次第終了

場所　同大カフェテリア（C 棟 2 階）

問同大事務室☎ 42-4700

吉備国大ブランド
「ジビエカレー」が誕生

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～  新しい夢の『はじまり』を創るために  ～

　

４
月
１
日
よ
り
、
こ
れ
ま
で

の
要
支
援
の
人
が
利
用
し
て

い
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

（
基
準
型
訪
問
サ
ー
ビ
ス
）
に

加
え
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に

特
化
し
た
新
し
い
訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す
。

◆
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

※
表
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

身
体
の
介
護
を
行
わ
ず
生

活
援
助
の
み
の
ご
利
用
者
は
平

成
30
年
４
月
１
日
よ
り
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
が
作
成

す
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
よ
り
②
の

「
市
が
基
準
を
定
め
る
新
た
な

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
」
を
ご
利
用

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◆
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
の
単
価

※
表
２
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

表
２
は
本
人
負
担
１
割
の
場

合
の
単
価
で
す
。（
負
担
割
合

証
で
２
割
認
定
の
場
合
は
２
倍

に
し
た
単
価
）

　

利
用
回
数
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
等
が
作
成
す
る
ケ
ア

プ
ラ
ン
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

新しい訪問型サービスが始まります
問長寿・保険課（地域包括支援室）☎ 43-5237

【表１】訪問型サービスの種類

【表２】訪問型サービスの単価

お知
らせ

サービスの
種類

①従来と同様の訪問型サービス
（基準型訪問サービス）

②市が基準を定める
新たな訪問型サービス

（基準緩和型訪問サービス）

サービスの
内容

ヘルパーが自宅を訪問して行
う、身体の介護や生活の援助
※従来の要支援の人が利用す
る　訪問介護と同じサービス

生活援助等
※掃除、ゴミ出し、洗濯、
　ベッドメイク、衣類の整理、
　調理、買い物等　

サービスの
種類

①従来と同様の訪問型サービス
（基準型訪問サービス）

②市が基準を定める
新たな訪問型サービス

（基準緩和型訪問サービス）

週１回程度
の利用

週１回程度　266単位/回　 週１回程度　245単位/回

（月４回超） 1,168単位/月　 （月４回超） 1,062単位/月

週２回程度
の利用

週２回程度　270単位/回　 週２回程度　245単位/回

（月８回超） 2,335単位/月　 （月８回超） 2,123単位/月

週３回程度
の利用

週３回程度　285単位/回　 週３回程度　256単位/回

（月12回超） 3,704単位/月　 （月12回超） 3,367単位/月

募集 募集

　

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
感

受
性
豊
か
な
中
高
生
を
対
象
に

海
外
派
遣
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

派
遣
先　

米
国
オ
ハ
イ
オ
州
セ

ラ
イ
ナ
市
（
南
あ
わ
じ
市
国

際
姉
妹
都
市
）

日
程　

７
月
24
日
（
火
）
～　

８
月
３
日
（
金
）

定
員　

10
人

対
象
者　

❶
市
内
在
住
の
中
学

３
年
～
高
校
３
年
生
（
１
世
帯

１
人
、
同
事
業
参
加
経
験
者

を
除
く
）
❷
応
募
者
の
家
庭

で
、
来
年
夏
の
セ
ラ
イ
ナ
市

か
ら
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
に

協
力
す
る
意
思
の
あ
る
人

補
助
額　

派
遣
費
用
（
約
30
万

円
）
の
半
額
を
助
成

申
込
締
切　

４
月
20
日
（
金
）

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
作
文
「
応
募

の
動
機
と
心
構
え
」
８
０
０

字
程
度
を
添
え
、
南
あ
わ
じ

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局（
ふ

る
さ
と
創
生
課
内
）
へ
提
出

※
申
込
書
は
ふ
る
さ
と
創
生
課

や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取

得
で
き
ま
す

選
考
方
法　

作
文
、
面
接

学生海外派遣団員募集

　

市
で
は
、
乳
幼
児
に
お
け
る
急
性
胃

腸
炎
の
主
な
原
因
で
、
お
う
吐
、
激
し

い
下
痢
、
発
熱
な
ど
の
症
状
を
引
き
起

こ
し
、
感
染
力
が
非
常
に
強
い
ロ
タ
ウ

イ
ル
ス
に
つ
い
て
、
乳
幼
児
が
任
意
接

種
で
受
け
る
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

助
成
対
象
者　

南
あ
わ
じ
市
に
住
所
を

有
す
る
平
成
30
年
4
月
1
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
生
後
6
週
～
生
後

24
週
ま
た
は
、
生
後
32
週
の
間
に
あ

る
人
（
接
種
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
よ

り
対
象
年
齢
、
接
種
回
数
が
異
な
り

ま
す
）

※
初
回
接
種
は
生
後
14
週
6
日
ま
で
が

望
ま
し
い

助
成
額　

予
防
接
種
に
つ
い
て
接
種
費
用

の
う
ち
２
１
０
０
円
を
上
限
と
し
て
助

成
（
2
回
限
り
）
ま
た
は
、
１
４
０
０

円
を
上
限
と
し
て
助
成
（
3
回
限
り
）

自
己
負
担
額　

接
種
費
用
額
の
う
ち
助

成
額
を
超
え
る
額

※
医
療
機
関
に
よ
り
自
己
負
担
額
は
違

い
ま
す
の
で
、
接
種
希
望
の
医
療
機

関
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い 

助
成
に
よ
る
接
種
方
法　

対
象
者
に
ロ

タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
券
を
郵

送
し
ま
す
。
予
防
接
種
希
望
者
は
医

療
機
関
に
事
前
に
連
絡
し
、
接
種
券

と
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
の
う
え
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

南
あ
わ
じ
市
国
際
交
流
協
会

で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
幅
広

く
参
加
す
る
国
際
交
流
を
推
進

す
る
た
め
、
随
時
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

国
際
交
流
に
関
心
の
あ
る
人

や
外
国
の
言
葉
や
文
化
に
興
味

の
あ
る
人
、
外
国
人
と
交
流
し

た
い
人
な
ど
、
国
際
交
流
や
異

文
化
体
験
な
ど
を
通
し
て
、
世

界
へ
の
目
を
ひ
ろ
げ
て
み
ま
せ

ん
か
。

年
会
費　

個
人
＝
２
０
０
０
円
、

法
人
等
＝
（
１
口
）
５
０
０
０

円
、個
人
サ
ポ
ー
タ
ー
＝
（
１

口
）
１
０
０
０
円

※
学
生
は
会
費
免
除

入
会
方
法　

所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

年
会
費
を
添
え
て
協
会
事
務

局
（
ふ
る
さ
と
創
生
課
内
）

へ
提
出

ロタウイルスワクチン接種費用助成が始まります

国際交流協会員募集

問健康課☎ 43-5218

問ふるさと創生課☎ 43-5205 問ふるさと創生課☎ 43-5205

お知
らせ
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お知らせ

（市内割引致します）

無料 陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0332 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒 656-0122　南あわじ市広田広田 1064 番地（旧緑庁舎 1 階）

  TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

60 歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか ?

入会説明会のご案内
 ・日時　平成 30 年４月 18 日（水）
 　　　　午後１時 30 分～
 ・場所　南あわじ市シルバー人材センター
 　　　　（旧緑庁舎）２階　会議室
 ※働く意欲のある方をお待ちしています。

○植木剪定　○農作業　○除草・草刈　○軽作業
○清掃　　　○大工・左官仕事　　　○施設管理
○毛筆筆耕　○生活支援（掃除・洗濯）など

みなさんのお役に立ちます !                             
                        お気軽にお電話下さい

※１ 老齢福祉年金：明治 44 年４月１日以前に生まれた人、または大正５年４月１日以前に生まれた人のうち一定の要件を満たして
　　 いる人が受けている年金
※２ 合計所得金額：「所得」とは、実際の「収入」から「必要経費の相当額」を差し引いた金額

【表１】平成30～32年度の介護保険料

　

65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
保
険
料
を
表
１
の
と
お
り
改
正
し
ま
す
。

◆
介
護
保
険
料
の
決
め
方

　

４
月
１
日
時
点
の
世
帯
市
民
税
の
課
税

状
況
や
本
人
の
収
入
等
で
決
ま
り
ま
す
。

転
入
や
65
歳
到
達
な
ど
で
４
月
２
日
以
降

に
資
格
取
得
し
た
人
は
、
資
格
取
得
日
が

基
準
日
と
な
り
ま
す
。

◆
保
険
料
の
納
め
方

⑴
特
別
徴
収

　

年
金
天
引
き
で
納
め
る
方
法
。
年
金
が

年
額
18
万
円
以
上
の
人
で
、
❶
老
齢
（
退

職
）
年
金
❷
遺
族
年
金
❸
障
害
年
金
の
３

種
類
の
年
金
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
老
齢
福
祉
年
金
は
対
象
外

※
年
度
途
中
で
65
歳
に
な
る
人
の
特
別
徴

収
の
開
始
は
、
65
歳
に
な
っ
て
か
ら
、

７
～
10
か
月
後
の
最
初
の
偶
数
月
か
ら

で
す
。
そ
れ
ま
で
は
普
通
徴
収
で
す

⑵
普
通
徴
収

　

納
付
書
か
口
座
振
替
で
納
め
る
方
法
。

◆
保
険
料
の
決
定
通
知

　

４
月
10
日
頃
に
仮
徴
収
決
定
通
知
書

を
、
７
月
中
旬
に
本
徴
収
決
定
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。

◆
保
険
料
の
減
免
制
度

　

災
害
な
ど
特
別
な
事
情
で
保
険
料
の
納

付
が
著
し
く
困
難
に
な
っ
た
と
き
、
減
免

や
徴
収
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
減
免
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
お
問
合

　

せ
く
だ
さ
い

所得段階 対象者 保険料率 年額 月額

第１段階
①生活保護受給者、　②世帯市民税非課税で老齢福祉年金受給者（※１）
③世帯市民税非課税で、前年の合計所得金額（※２）と課税年金収入額の
　合計が80万円以下の人

基準額×0.45 28,620 円 2,385円

第２段階 世帯市民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が 80 万円
を超え 120 万円以下の人

基準額×0.75 47,700 円 3,975円

第３段階 世帯市民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が 120 万
円を超える人

基準額×0.75 47,700 円 3,975円

第４段階 世帯市民税課税で、本人が市民税非課税かつ前年の合計所得金額と課税年金
収入額の合計が 80 万円以下の人

基準額×0.90 57,240 円 4,770円

第５段階 世帯市民税課税で、本人が市民税非課税のうち第４段階に該当しない人 基準額 63,600円 5,300円

第６段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が120万円未満の人 基準額×1.20 76,320円 6,360円

第７段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が120万円以上200万円未満の人 基準額×1.30 82,680円 6,890円

第８段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上300万円未満の人 基準額×1.55 98,580円 8,215円

第９段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が300万円以上400万円未満の人 基準額×1.60 101,760円 8,480円

第 10 段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が400万円以上600万円未満の人 基準額×1.80 114,480円 9,540円

第 11 段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が600万円以上1,000万円未満の人 基準額×1.90 120,840円 10,070円

第 12 段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が1,000万円以上の人 基準額×2.00 127,200円 10,600円

お知
らせ

介護保険料の改正
問長寿・保険課☎ 43-5217平成 30 ～ 32 年度の介護保険料について

平成 30 年度国民年金保険料

◆
第
１
号
被
保
険
者
保
険
料

　

１
万
６
３
４
０
円

　

国
民
年
金
保
険
料
額
の
変
更

に
伴
い
前
納
の
保
険
料
額
も
変

わ
り
ま
す
。

※
保
険
料
は
下
の
表
の
と
お
り

※
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
に
よ
る
前
納
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
の
2
月
末
ま
で

に
金
融
機
関
ま
た
は
年
金

事
務
所
へ
届
出
が
必
要
で
す
。

（
６
か
月
前
納
の
後
半
分
は

当
年
８
月
末
ま
で
に
）

◆
半
額
免
除
な
ど
一
部
納
付
の

　

保
険
料
額

❶
4
分
の
1
免
除
＝
月
額

1
万
２
２
６
０
円
（
4
分
の

3
納
付
）

❷
半
額
免
除
＝
月
額
８
１
７
０
円

（
2
分
の
1
納
付
）

❸
4
分
の
3
免
除
＝
月
額

４
０
９
０
円（
4
分
の
1
納
付
）

※
す
べ
て
10
円
未
満
四
捨
五
入

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用

　

こ
れ
ま
で
基
礎
年
金
番
号
を

記
載
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
届

書
（
資
格
取
得
届
・
保
険
料
免

除
申
請
書
な
ど
）
に
つ
い
て
、

平
成
30
年
3
月
5
日
か
ら
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
で
の
届
出
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
基
礎
年
金
番
号
に

よ
る
届
出
も
引
き
続
き
行
え
ま

す
の
で
、
届
書
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の

記
載
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成 30 年度の国民年金保険料
問明石年金事務所☎ 078-912-4983

お知
らせ

納付方法 １か月分 ６か月分 １年分 2年分

月々の現金払い 16,340円 98,040円 196,080円 393,000円

前　

納

現金・
クレジット － 97,240円 192,600円 378,580円

口座振替 16,290円
（早割） 96,930円 191,970円 377,350円

◆
転
入
し
た
人

　

市
で
は
防
災
行
政
無
線
を
整

備
し
、
防
災
情
報
等
を
無
線
で
受

信
で
き
る
戸
別
受
信
機
を
住
民
票

上
の
世
帯
主
へ
、
１
台
を
無
償
貸

与
し
て
い
ま
す
。

　

地
震
や
風
水
害
等
の
災
害
に
備

え
る
た
め
、
設
置
の
お
申
込
み
を

危
機
管
理
課
ま
で
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
設
置

費
用
に
関
し
て
も
、
基
本
無
料
と

な
り
ま
す
。

◆
転
居
し
た
人

 

戸
別
受
信
機
は
自
治
会
単
位
の

放
送
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
で
転
居
す
る
人
は
、
受
信
機

を
設
定
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
危
機
管
理
課
ま
で
お
持

ち
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

◆
転
出
し
た
人

 

戸
別
受
信
機
は
南
あ
わ
じ
市

内
で
し
か
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
市

外
へ
転
出
す
る
際
は
、
危
機
管
理

課
ま
で
受
信
機
を
返
却
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

戸別受信機の設置および返還
～転入・転居・転出する人へ～ 問危機管理課☎ 43-5203

お知
らせ
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お知らせ

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
に
対
し

て
、
マ
イ
キ
ー
ID
を
活
用
し
た
ポ

イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、
マ
イ
キ
ー
ID
を
お
持

ち
の
人
は
、
航
空
会
社
の
マ
イ
ル

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
な
ど

の
発
行
ポ
イ
ン
ト
を
く
に
う
み
の

島
「
南
あ
わ
じ
」
ポ
イ
ン
ト
に
移

行
で
き
ま
す
。
移
行
さ
れ
た
同
ポ

イ
ン
ト
は
、
美
菜
恋
来
屋
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
「
め
い

ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス
」
で
の
お
買
い
物

に
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
平
成
30
年

　

４
月
１
日
か
ら
、
各
地
区
公
民

館
（
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）
で
も

廃
食
油
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

　

廃
食
油
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入

れ
、
そ
の
ま
ま
回
収
箱
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。
移
し
替
え
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

度
中
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
と
し

て
、
マ
イ
キ
ー
ID
を
設
定
し
て
い

る
人
に
対
し
て
、
５
０
０
ポ
イ
ン

ト
（
５
０
０
円
）
を
付
与
し
ま
す
。

　

な
お
、
マ
イ
キ
ー
ID
の
作
成
・

登
録
に
不
安
が
あ
る
人
は
ふ
る
さ

と
創
生
課
で
お
手
伝
い
し
ま
す
の

で
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

対
応
日
時　

平
日
（
開
庁
日
）

　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時

対
応
場
所　

ふ
る
さ
と
創
生
課

※
詳
し
く
は
「
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
検
索

※
ポ
イ
ン
ト
の
交
付
に
は
交
付
申

請
書
の
提
出
が
必
要

マイキーＩＤでお買い物
キャンペーンを実施します

廃食油の回収場所
を追加

問ふるさと創生課☎ 43-5205問環境課☎ 43-5214

お知
らせ

お知
らせ

（ キ リ ト リ ）

アリスホームドクター
南あわじ市北阿万筒井76-1

温かくなる春・夏はしろ
あり・羽アリの活動が活
発になり、最も被害が発
生しやすくなる時期です。
早めに点検を行い被害を
予防しましょう。☎0799-55-0800

※お気軽にお問合せ下さい。

淡路島のシロアリ防除・害虫駆除専門店

全島対応
いたします
全島対応
いたします

しろあり・羽アリ発生時期

調査・
見積無料！

期
間　

４
月
６
日
（
金
）
～

15
日
（
日
）

標
語　

や
さ
し
さ
と
笑
顔
で

走
る
兵
庫
の
道

推
進
テ
ー
マ　
「
み
ん
な
で

つ
く
る　

通
学
路
の
交
通

安
全
」「
思
い
や
る　

気

持
ち
で
守
る　

高
齢
者
」

運
動
の
重
点
項
目

❶
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全

な
通
行
の
確
保
と
高
齢
運

転
者
の
交
通
事
故
防
止

　

法
人
経
営
や
雇
用
に
関
心
の
あ

る
農
業
経
営
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
た
農
業
経
営
者
の
人

に
は
兵
庫
県
等
が
開
催
す
る
セ
ミ

ナ
ー
や
研
修
会
の
開
催
情
報
な
ど

を
提
供
い
た
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
４
月
２
日
（
月
）
～

　

13
日
（
金
）

対
象
者
　
農
業
経
営
の
法
人
化
を

目
指
す
人
、
ま
た
は
法
人
化
し

て
５
年
程
度
の
農
業
法
人

　

山
林
周
辺
で
有
害
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
被
害
が
多
発
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
次
の
山
林
周
辺
に
お
い

て
銃
器
、
ワ
ナ
に
よ
る
鹿
・
猪
の

捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。
実
施
期
間

の
山
林
へ
の
立
入
に
は
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

対
象
地
域　

緑
地
区
＝
広
田
・
中

条
・
倭
文
、
西
淡
地
域
＝
松
帆
・

湊
・
阿
那
賀
・
津
井
・
伊
加
利
・

志
知
、
三
原
地
域
＝
榎
列
・
八

木
・
神
代
、
南
淡
地
域
＝
福
良
・

賀
集
・
北
阿
万
・
阿
万
・
灘

実
施
期
間　

４
月
１
日
（
日
）
～

　

10
月
31
日
（
水
）

　

市
内
に
お
住
い
の
外
国
人

を
対
象
と
し
た
多
文
化
共

生
、
国
際
理
解
を
目
的
に
、

次
の
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
毎
回
、
講
師
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
達
と
一
緒
に
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

◆
外
国
人
の
た
め
の

　
漢
字
・
読
み
方
教
室

日
時　

４
月
22
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
11
月
ま
で
毎
月
実
施
予
定

場
所　

賀
集
地
区
公
民
館

費
用　

無
料

　

内
部
障
害
や
難
病
の
人
、

妊
娠
初
期
の
人
な
ど
、
援
助

や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る

こ
と
が
外
見
か
ら
は
わ
か
り

に
く
い
人
が
、
周
囲
か
ら
援
助

や
配
慮
を
受
け
や
す
く
な
る

よ
う
身
に
つ
け
る
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
が
、
兵
庫
県
で
平
成
30
年

１
月
か
ら
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
者
　
障
害
（
身
体
・
知

的
・
発
達
・
精
神
）、
難
病
、

妊
娠
中
、
高
齢
、
傷
病
等

に
よ
り
、
援
助
や
配
慮
を

必
要
と
し
て
い
る
人

❷
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推

進
❸
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

❹
飲
酒
運
転
の
根
絶

◆
外
国
人
の
た
め
の

　
な
か
よ
し
料
理
教
室

日
時　

６
月
５
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
次
回
11
月
６
日
を
予
定
）

場
所　

働
く
婦
人
の
家

費
用　

材
料
費
の
み
自
己
負

担
※
い
ず
れ
も
事
前
申
し
込
み

は
不
要

※
詳
細
な
内
容
及
び
日
程
が

決
ま
り
次
第
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
に
て
お
知
ら
せ
し

ま
す

◆
マ
ー
ク
等
を
見
か
け
た
人

へ
の
お
願
い

❶
公
共
交
通
機
関
で
は
席
を

お
譲
り
く
だ
さ
い
。

❷
駅
や
商
業
施
設
等
で
、
声

を
か
け
る
な
ど
の
配
慮
を

お
願
い
し
ま
す

❸
マ
ー
ク
等
に
記
載
さ
れ
た

内
容
に
従
っ
て
配
慮
・
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

❹
災
害
時
は
安
全
に
避
難
す

る
た
め
の
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

春の全国交通安全運動農業経営者の募集 有害鳥獣の捕獲 外国人支援教室受講生の募集
問危機管理課☎ 43-5203問農林振興課☎ 43-5223 問農林振興課☎ 43-5223 問社会教育課☎ 43-5232

お知
らせ

お知
らせ

募集募集

回収場所 回収日及び時間

 各地区公民館
月～金曜日（祝日を除く）

午前 8 時 30 分～午後 5 時

 中央リサイクル
 センター

月～金曜日、第２日曜日
午前 9 時～午後 4 時

  市役所本館１階  
　　  または
 環境課（本館２階）

月～金曜日（祝日を除く）
午前 8 時 30 分～
午後 5 時 15 分

ヘルプマーク（タグ） ヘルプカード

外観

使用
方法

かばんに装着する等、身
につけることで、外出先
で周囲に援助や配慮を必
要としていることを知ら
せる。

配慮等を必要とする場面で提示し、
必要な配慮の内容を相手に知らせる。

（例：アレルギーの内容を伝える、体
調の急変時に病院への連絡を依頼す
る、災害時の誘導を依頼する等）

「ヘルプマーク」を導入しました
（申請について）問総合窓口センター☎ 43-5212（制度について）問福祉課☎ 43-5216、

裏面には緊急の連絡先
や受けたい支援の内容
が書かれています。

（表）

（裏）

お知
らせ
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平成 30 年度狂犬病予防注射の日程　
問環境課☎ 43-5214

お知
らせ

◆電話：0799-43-2626　　
　    （お間違えのないように）

元気なアルバイトスタッフ大募集！

◆住所：〒 656-0443　
　南あわじ市八木養宜上 1401

◆開園時間（季節により変更あり）

　  3月～11月は  9時～17時
　12月～  2月は10時～17時

遊具、レストラン、販売など、ご希望の方は、お電話の上、
履歴書をご送付ください。

◆ 入 園 料

 　大人800円

　 小人400円

地域 日 場所 時間

三 

原 

地 

域

10
日
（
火
）

旧 JA 榎列倭文出張所前   8:30～ 9:15

掃守公会堂 　9:35～10:10

上幡多営農センター 10:30～11:00

大榎列公会堂 11:20～12:00

小榎列公会堂 13:10～13:50

11
日
（
水
）

徳長公会堂   8:30～ 8:55

志知消防屯所前 9:15～  9:40

中島下公会堂 10:00～10:20

市地区公民館駐車場 10:40～11:05

福永若宮神社 11:20～11:50

健康広場駐車場 12:05～12:30

12
日
（
木
）

國衙旧国道鎮守神社   8:30～ 8:55

神代八幡神社（神稲） 9:15～  9:45

神代地区公民館 10:05～10:45

浦壁公会堂 11:05～11:45

上中原公会堂 12:55～13:15

社家公会堂 13:35～13:55

13
日
（
金
）

寺内公会堂   8:30～ 9:05

成相ふれあいセンター 9:25～  9:45

大久保公会堂 10:05～10:25

上八木公会堂 10:45～11:15

八木地区公民館駐車場 11:35～12:00

野原消防屯所前 13:10～13:35

入田公会堂 13:55～14:15

地域 日 場所 時間

南 

淡 

地 

域

16
日
（
月
）

西町海水浴場 8:30～  9:10

灘地野集落センター 9:30～  9:45

灘大川公会堂 10:05～10:20

灘いきがい創造センター 10:40～10:55

灘地区公民館 11:15～11:35

沼島総合センター 12:20～12:55

あづま荘老人福祉センター（東町） 14:40～15:00

17
日
（
火
）

阿万体育館 8:30～  9:10

阿万地区公民館   9:30～10:20

稲田荘 10:40～11:05

大日寺 11:25～12:00

北阿万地区公民館 13:10～13:40

伊賀野コミュニティセンター 14:00～14:40

18
日
（
水
）

潮美台コミュニティセンター前 8:30～  9:30

かるも公会堂   9:50～10:10

仁尾荘 10:30～10:50

二丁目旧保健所跡駐車場 11:10～11:30

福良地区公民館 12:40～13:25

波止の浜公園 13:45～14:25

19
日
（
木
）

賀集八幡神社だんじり置場 8:30～  9:10

田中会館前 9:30～  9:55

賀集地区公民館駐車場 10:15～11:00

生子神社 11:20～12:10

地域 日 場所 時間

緑 

地 

区

23
日（
月
）

山添公会堂 8:30～  9:10

老人福祉センター   9:30～10:20

大丸公会堂 10:40～11:10

中筋公会堂 11:30～12:15

徳原公会堂 13:25～13:50

24
日（
火
）

緑市民センター 8:30～  9:00

土井集落センター 9:20～  9:45

安住寺集落センター 10:05～10:25

倭文公民館 10:45～11:20

神道公会堂 11:40～12:10

安心コミュニティプラザ長田 13:20～13:50

●登録済みの犬
　狂犬病予防注射の料金は 3,300 円
●登録のない犬
　登録・狂犬病予防注射の料金は 6,300 円
※登録は犬ごとに行います。
※登録変更があれば届けてください。

地域 日 場所 時間

西 

淡 

地 

域

５
日
（
木
）

江尻公会堂   8:30～ 8:55

北方公会堂   9:15～  9:35  

日光寺前   9:55～10:20

慶野コミュニティプラザ 10:40～11:15

古津路公会堂 11:35～11:55

松帆活性化センター 13:05～13:30

志知川コミュニティプラザ 13:50～14:10

６
日
（
金
）

中津浦コミュニティプラザ   8:30～ 9:00

西淡グラウンド 9:20～  9:45

西本村コミュニティプラザ 10:05～10:25

南あわじ漁協（旧丸山漁協） 10:45～11:10

南あわじ漁協（旧阿那賀漁協） 11:30～11:50

JA 伊加利阿那賀支所前 13:00～13:30

志知奥公会堂 13:50～14:15

９
日
（
月
）

コミュニティプラザ志知公会堂   8:30～ 8:50

西淡志知公民館 9:10～ 9:40

JA 湊購買部前 10:00～10:50

湊西集会所前 11:10～11:30

旧湊郵便局前 11:50～12:15

西路神社前 13:25～13:45

【集合注射の料金案内】

　狂犬病予防注射を 4 月に次の日程により実施しま
す。また未登録の犬は登録を併せて行います。
　飼い主は生後 91 日以上を経過した飼い犬を登録す
ることと、年 1 回狂犬病予防注射を受けさせること
が狂犬病予防法により、義務づけられています。

お知らせ

　

淡
路
瓦
を
使
用
し
た
個
人
住
宅

の
新
築
・
改
築
を
し
た
建
築
主
に

対
し「
淡
路
瓦
屋
根
工
事
奨
励
金
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象　

次
の
す
べ
て
の
条
件
に
該

当
す
る
人
❶
新
築
・
改
築
後
２

年
以
内
❷
屋
根
工
事
面
積
が
20

㎡
以
上
の
住
宅
で
、
葺
き
替
え

の
場
合
は
瓦
使
用
部
分
の
80
％

以
上
を
葺
き
替
え
❸
店
舗
等

併
用
住
宅
の
場
合
は
住
居
部
分

が
２
分
の
１
以
上
❹
兵
庫
県
住

宅
再
建
共
済
制
度
（
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
共
済
）
に
加
入
❺
市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

申
請
期
限　

新
築
、
増
築
も
し

く
は
葺
き
替
え
に
伴
う
屋
根
工

事
で
、
購
入
後
２
年
以
内

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い

問商工観光課☎ 43-5221

奨励金の上限額

屋根工事
面積

屋根工事費の
20% 以内の額

150㎡以上 20万円

110㎡以上～
150㎡未満 15万円

110㎡未満 10万円

　

阿
万
西
町
自
治
会
で
は
、
宝
く

じ
の
収
益
を
財
源
と
し
た
（
一
財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
平
成
29

年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

を
活
用
し
、
だ
ん
じ
り
の
備
品
の

修
理
と
新
調
を
行
い
ま
し
た
。

　

だ
ん
じ
り
は
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大
切
に
保

管
さ
れ
、
祭
り
を
通
し
て
、
よ
り

一
層
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
が
図
ら
れ
ま
す
。

修
理
さ
れ
た
水
引
幕
（
上
）
と
宮
太
鼓

（
左
下
）。
新
調
さ
れ
た
布
団
締
（
右
下
）

コミュニティ助成事業
活用事例紹介

淡路瓦を使用した住宅に
奨励金を交付します

問ふるさと創生課☎ 43-5205

お知
らせ

お知
らせ

　

４
月
１
日
現
在
、
満
３
歳
～
満

５
歳
（
平
成
24
年
４
月
２
日
～
平

成
27
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
で
、

保
育
所
、
幼
稚
園
等
に
通
所
し
て

い
な
い
子
ど
も
を
家
庭
で
保
育
し

て
い
る
保
護
者
に
、「
在
宅
子
育

て
奨
励
金
」
と
し
て
月
額
５
千
円

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
市
内
の
温
浴
施
設
や
プ
ー

ル
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
を
無
料

で
利
用
で
き
る
「
子
育
て
応
援
パ

ス
ポ
ー
ト
」
も
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
制
度
は
、

こ
れ
ま
で
市
が
保
険
者
と
な
っ
て

運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
30

年
度
か
ら
は
県
と
市
が
共
同
保
険

者
と
な
っ
て
運
営
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
財
政
を
安
定
さ

せ
、
国
民
皆
保
険
を
将
来
に
わ
た

り
守
り
続
け
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

各
種
手
続
き
は
こ
れ
ま
で
通

り
、
市
役
所
が
窓
口
と
な
り
、
住

所
変
更
や
加
入
脱
退
の
手
続
き
、

療
養
費
の
給
付
手
続
き
、
保
険
証

の
交
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
保
険
税
も
市
が
賦
課
・
決

定
し
、
保
険
税
の
決
定
通
知
を
送

付
し
ま
す
。

在宅子育て応援事業国民健康保険の制度改正
問子育てゆめるん課☎ 43-5219問長寿・保険課☎ 43-5217、問税務課☎ 43-5213

お知
らせ

お知
らせ



　

❶
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

❷
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
登
録
要
件　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
で
国
際
交
流
活
動
に
賛
同
。

❶
淡
路
島
内
に
住
所
を
有
す
る

ご
家
庭
。
❷
大
学
生
以
上
の
人
。

❶
❷
共
通

▽
登
録
期
間　

平
成
31
年
３
月
31

日
ま
で（
自
動
更
新
）

▽
登
録
方
法　

登
録
を
希
望
す
る

人
は
南
あ
わ
じ
市
国
際
交
流
協

会
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
協
会
事
務
局（
ふ
る
さ
と
創

生
課
内
）☎
43
・
５
２
０
５

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
出
前
受
付

窓
口
の
開
設

　
（
公
財
）兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
基

金
の
職
員
に
よ
る
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済

の
出
前
受
付
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

16

情
報
瓦
ば
ん

放
課
後
子
ど
も
教
室

ス
タ
ッ
フ
の
募
集

 

放
課
後
の
小
学
生
に
遊
び
を
通

し
て
様
々
な
学
び
を
提
供
し
て
く

れ
る
元
気
な
人
を
募
集
し
ま
す
。

▽
業
務
内
容　

児
童
出
欠
確
認
、

お
や
つ
準
備
、
創
作
活
動
や
遊

び
の
提
供
や
見
守
り
。
宿
題
等

の
学
習
指
導
は
し
ま
せ
ん
。

▽
場
所　

湊
（
湊
小
学
校
内
）・

辰
美
（
津
井
地
区
公
民
館
）・

西
淡
志
知
教
室
（
西
淡
志
知
公

民
館
）・
三
原
志
知
教
室
（
三

原
志
知
公
民
館
）

▽
業
務
日　

学
校
休
校
日
を
除
く

平
日
週
１
回
。
不
定
期
で
の
依

頼
も
あ
り

▽
時
間　

午
後
２
時
30
分
～
６
時

▽
謝
金　

時
給
８
８
０
円

▽
応
募
資
格　

大
学
生
可

▽
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
体
育
青
少

年
課
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参

▽
申
込
締
切　

４
月
10
日
（
火
）

▽
試
験
方
法　

面
接
（
日
時
は
後

日
連
絡
）

▽
募
集
人
数　

若
干
名

問
体
育
青
少
年
課
☎
43
・
５
２
３
４

臨
時
職
員
の
募
集

（
埋
蔵
文
化
財
調
査
）

▽
業
務
内
容　

遺
跡
発
掘
現
場
で

の
図
面
作
成
や
測
量
、
掘
削
作

業
等

▽
雇
用
期
間　

７
月
１
日
～

　

12
月
31
日

▽
勤
務
先　

市
内
発
掘
現
場

▽
募
集
人
員　

３
人

▽
勤
務
日
と
勤
務
時
間　

月
～
金

曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
土
日
祝
日
と
年
末
12
月
29
～
31

日
は
休
み

▽
賃
金　

時
給
１
１
０
０
円

※
各
種
保
険
に
加
入

※
雨
天
等
は
午
前
９
時
～
午
後
５

時
の
室
内
作
業
で
時
給
９
０
０
円

▽
応
募
資
格　

高
校
卒
業
以
上
の

人
、
要
普
通
自
動
車
運
転
免
許

▽
選
考
方
法　

５
月
中
旬
に
筆

記
・
面
接
試
験
を
実
施

※
詳
細
は
別
途
連
絡

▽
申
込
締
切　

４
月
27
日
（
金
）

ま
で
に
、
履
歴
書
に
必
要
事
項

記
載
（
写
真
必
要
）
の
上
、
南

あ
わ
じ
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
事

務
所
（
〒
６
５
６
︱
０
４
５
５
南

あ
わ
じ
市
神
代
国
衙
１
１
０
０
）

へ
郵
送
ま
た
は
持
参

問
同
事
務
所
☎
42
・
３
８
４
９

臨
時
職
員
の
募
集

（
海
水
浴
場
・
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
）

▽
業
務
内
容　

駐
車
場
で
の
集
金

や
キ
ャ
ン
プ
場
の
運
営
、
清
掃
等

の
指
示
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
な
ど

▽
募
集
人
員　

１
人

▽
任
用
期
間　

5
月
1
日
～

　

翌
年
3
月
31
日

▽
勤
務
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
休
憩
昼
１
時
間
）。
７
、

８
月
は
シ
フ
ト
制
に
よ
り
土
日

も
勤
務
。（
原
則
平
日
勤
務
）

▽
勤
務
場
所　

慶
野
松
原
ほ
か

▽
賃
金　

時
間
給
９
０
０
円

▽
応
募
資
格　

普
通
自
動
車
運
転

免
許
取
得
者
で
、
簡
単
な
パ
ソ

コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

▽
応
募
方
法　

履
歴
書
に
普
通
自

動
車
運
転
免
許
の
写
し
を
添
え

て
商
工
観
光
課
に
郵
送
ま
た
は

持
参

問
商
工
観
光
課
☎
43
・
５
２
２
１

登
録
臨
時
職
員
の
募
集

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
平
成
30
年

度
に
臨
時
職
員
と
し
て
働
い
て
い

た
だ
け
る
人
の
登
録
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

▽
職
種　

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、

学
童
保
育
指
導
員
、
事
務
補
助

員
、
調
理
員
な
ど
。

▽
申
込
方
法　

登
録
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
総
務
課
へ
郵
送

ま
た
は
持
参
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１

高
齢
者
大
学

う
ず
し
お
学
園
受
講
生
募
集

◆
一
般
教
養
講
座

　

毎
月
第
３
土
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
開
講

※
都
合
で
日
曜
日
の
開
催
あ
り

◆
ク
ラ
ブ
活
動
内
容　

グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、パ
ソ
コ
ン
、舞
踊
、大

正
琴
、コ
ー
ラ
ス
、ふ
る
さ
と
探

訪
、健
康
。

▽
開
催
場
所　

中
央
公
民
館

▽
受
講
料　

４
０
０
０
円

※
別
途
集
金
す
る
講
座
有
り

▽
入
学
資
格　

市
内
在
住
で
60
歳

以
上
の
人

▽
申
込
用
紙　

各
地
区
公
民
館

▽
申
込
先　

地
区
世
話
人
ま
た
は

中
央
公
民
館
ま
で

▽
申
込
締
切　

４
月
13
日
（
金
）

問
中
央
公
民
館
☎
43
・
５
０
３
８

健
康
卓
球
大
会
の
参
加
者
募
集

▽
開
催
日　

４
月
30
日（
月
）

▽
場
所　

三
原
健
康
広
場

▽
種
目　

団
体
戦（
３
ダ
ブ
ル
ス
）

▽
参
加
資
格　

原
則
、淡
路
島
在

住
者

▽
参
加
費　

１
チ
ー
ム
に
つ
き

２
０
０
０
円

▽
申
込
締
切　

４
月
20
日（
金
）

▽
申
込
先　

三
原
健
康
広
場

　
☎
＆
F
　

42
・
５
６
３
０

問
卓
球
協
会（
奈
良
）

　

☎
０
９
０
・
２
３
８
９
・
７
２
０
６

淡
路
美
術
協
会
公
募
展

第
76
回
展
作
品
の
募
集

▽
応
募
部
門　

絵
画
、写
真
、書
、

彫
塑
・
工
芸

▽
会
期　

５
月
３
日（
木
）～
５
日

（
土
）　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

▽
作
品
搬
入　

５
月
２
日（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽
会
場　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
出
品
料　

１
０
０
０
円

※
学
生
無
料

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
淡
路
美
術
協
会
事
務
局（
久
保
）

　

☎
23
・
３
５
６
１

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

公
開
研
修
講
座
の
受
講
生
募
集

▽
講
座
タ
イ
ト
ル　
「
南
あ
わ
じ
の

埋
蔵
文
化
財
と
観
光
」

▽
内
容　

埋
蔵
文
化
財
や
日
本
遺

産
関
連
な
ど
を
中
心
に
、観
光

ガ
イ
ド
に
役
立
つ
地
域
の
歴
史

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
17
日（
火
）

　

午
後
３
時
～
５
時

▽
場
所　

別
館
第
５
会
議
室

▽
講
師　

定
松
佳
重
社
会
教
育
課
課

長
補
佐（
埋
蔵
文
化
財
調
査
員
）

問
商
工
観
光
課
☎
43
・
５
２
２
１

美み

菜な

恋こ
い

来こ
い

屋や

出
荷
者
の
募
集

　

美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者
（
生

鮮
野
菜
・
加
工
品
）
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

淡
路
島
内
外
の
人
に
自
慢
の

出
荷
物
を
提
供
し
て
南
あ
わ
じ
市

（
淡
路
島
）
を
共
に
盛
り
上
げ
ま

せ
ん
か
？
詳
し
く
は
美
菜
恋
来
屋

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
直
接

電
話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
生
の
募
集

　

基
礎
的
な
知
識
お
よ
び
手
話
な

ど
意
思
伝
達
技
術
を
習
得
す
る
た

め
の
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

◆
短
期
コ
ー
ス（
定
員
20
人
）

▽
日
時　

５
月
10
日
～
７
月
19
日
の

毎
週
木
曜
日
、午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

洲
本
市
健
康
福
祉
館

◆
長
期
コ
ー
ス（
各
定
員
20
人
）

▽
日
時　

５
月
10
日
～
翌
年
３
月

７
日
の
毎
週
木
曜
日
、午
後
７
時

～
９
時

▽
場
所　

南
あ
わ
じ
市
中
央
公
民

館
、洲
本
市
健
康
福
祉
館
及
び

淡
路
市
立
中
央
公
民
館
の
３
会

場
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催

▽
受
講
料　

短
期
＝
５
０
０
０
円

長
期
＝
８
５
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
、見
学
・
資
料
代
含
む

◆
共
通

▽
申
込
締
切　

５
月
２
日（
水
）

※
定
員
に
達
し
次
第
締
切

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
・
３
８
５
０

　

F
　

26
・
１
１
７
５

南
あ
わ
じ
市
テ
ニ
ス
教
室

受
講
生
の
募
集

▽
日
時　

5
月
～
翌
年
3
月
毎
週

金
曜
日
、午
後
８
時
～
10
時

▽
場
所　

西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
費　

月
１
５
０
０
円

▽
参
加
対
象　

高
校
生
以
上

▽
申
込
先　

性
別
、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
市
テ
ニ

ス
協
会
ま
で

▽
申
込
期
限　

4
月
27
日（
金
）

問
市
テ
ニ
ス
協
会（
藤
村
）

　

☎
０
９
０
・
１
０
２
７
・
０
５
９
１

　

F
　

36
・
２
０
３
５

南
あ
わ
じ
市
国
際
交
流
協
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

　

南
あ
わ
じ
市
国
際
交
流
協
会
で

は
、国
際
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ

リ
カ
・
オ
ハ
イ
オ
州
セ
ラ
イ
ナ
市

使
節
団
や
韓
国
青
年
訪
日
団
な
ど

の
受
入
事
業
や
国
際
交
流
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
異
文

化
交
流
を
図
り
た
い
ご
家
族
、ま

た
、通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人
は
、ぜ

ひ
登
録
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
募
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
日
時　

４
月
９
日（
月
）

　

午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

▽
そ
の
他　

申
し
込
み
に
は
、銀

行
の
お
届
け
印
及
び
口
座
番
号

が
必
要
。ま
た
は
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
も
可

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

　
（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協

会
で
は
、
体
験
を
通
し
て
、
お
互

い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、
国
際

性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、
夏
休

み
に
９
コ
ー
ス
の
海
外
研
修
を
実

施
し
ま
す
。

▽
内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、文
化
交
流
、学
校
体

験
、英
語
研
修
、地
域
見
学
な
ど

▽
研
修
先　

米
国
・
英
国
・
豪
州
・

カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン
・
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
・
フ
ィ
ジ
ー
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

▽
日
程　

７
月
26
日（
木
）～
８
月

16
日（
木
）の
８
～
18
日
間

▽
対
象　

小
３
～
高
３
の
人
ま
で

▽
説
明
会　

全
国
11
都
市
、
５
月

※
入
場
無
料
・
予
約
不
要

▽
参
加
費　

24
・
８
～
59
万
円

▽
締
切　

５
月
22
日（
火
）お
よ
び

６
月
８
日（
金
）

※
日
程
・
対
象
・
締
切
は
コ
ー
ス
に

よ
り
異
な
る

問
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
03
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１
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募
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情報瓦ばん

にっぽん縦断 こころ旅　お手紙の募集

●応募期限　５月 14 日（月）必着
●応募内容　住所、氏名、電話番号、性別、年齢、
　思い出　の場所、風景にまつわるエピソード
●応募方法
　❶番組ホームページから応募
　　http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/
　❷ファックスで応募　F03-3465-1327
　❸ハガキ・封筒で応募
　　〒 150-8001　ＮＨＫ「こころ旅」係へ送付
問ＮＨＫふれあいセンター
　☎ 0570-066-066 または ☎ 050-3786-5000

忘れられない景色、大切な人との出会いの
場所、音や香りの記憶がよみがえる情景、
今癒されているスポットなど。エピソード
を添えてお送りください。火野正平さん

教えてください。
あなたの「こころの風景」のこと。

ＮＨＫ -ＢＳプレミアム放送

お
知
ら
せ

韓国青年訪日団とホストファミリーの対面式
（２月 24 ～ 26 日訪日）



の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
家
庭
や
親
族

問
題
の
相
談
を
元
家
庭
裁
判
所

調
停
委
員
に
相
談
で
き
ま
す
。

※
事
前
に
予
約
が
必
要

▽
相
談
日　

第
２
・
４
金
曜
日

　

４
月
13
、27
日
、５
月
11
、25
日

※
祝
祭
日
・
年
末
年
始
を
除
く

▽
予
約
先　

淡
路
さ
わ
や
か
県
民

相
談
室（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
１
２
０
・
36
・
７
８
３
０

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
内
容　

職
業
相
談
及
び
職
業
紹
介

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
お
よ
び
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ

る
支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時　

４
月
10
日（
火
）、24
日

（
火
）午
前
11
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館

※
事
前
申
込
が
必
要
、先
着
３
人

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

平
成
30
年
固
定
資
産
税

▽
縦
覧
の
期
間

　

５
月
31
日（
木
）ま
で

※
土
日
祝
日
除
く

▽
対
象
帳
簿

❶
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

❷
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

▽
縦
覧
で
き
る
人

　

土
地
・
家
屋
の
納
税
義
務
者

問
税
務
課
☎
43
・
５
２
１
３

協
会
け
ん
ぽ
兵
庫
支
部

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
等
で

働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族
の
皆
さ
ま

が
加
入
す
る
医
療
保
険
者
で
す
。

　

平
成
30
年
度
の
保
険
料
率
は
、

３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
よ
り
左

表
の
と
お
り
改
訂
と
な
り
ま
す
。

◆
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
地
域
の
加
入
者
の

皆
さ
ま
の
医
療
費
等
に
よ
り
保
険

料
率
を
算
出
し
て
お
り
ま
し
た

月
６
日
（
日
）

　

午
前
10
時
、
11
時
10
分

◆
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
26
日

（
木
）、
27
日
（
金
）

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　
『
義
経
千
本
桜
』
四
段
目 

道
行
初
音
の
旅

◆
発
掘
調
査
速
報
展

▽
期
間　

４
月
７
日（
土
）～
30
日（
月
）

◆
第
26
回
淡
路
人
形
絵
画
展

▽
期
間　

5
月
6
日
（
日
）
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
42
・
５
１
１
５

第
１
６
７
回
神
代
天
体
観
測
会

「
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
を
見
よ
う
」

❶
神
代
小
学
校

▽
日
時　

４
月
22
日（
日
）

　

午
後
７
時
30
分
～

※
天
候
不
良
時
は
神
代
公
民
館

が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
加
入
者
の

皆
さ
ま
の
健
康
づ
く
り
の
取
り
組

み
（
健
診
受
診
率
・
特
定
保
健
指

導
実
施
率
な
ど
の
各
指
標
）
が
直

接
保
険
料
率
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
率
の
上
昇
を
抑
制
す
る
た

め
に
皆
さ
ま
に
も
ご
協
力
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
協
会
け
ん
ぽ
兵
庫
支
部

　

☎
０
７
８
・
２
５
２
・
８
７
０
２

自
衛
官
等
の
募
集
案
内

▽
募
集
種
目　

❶
幹
部
候
補
生
、

❷
医
科
・
歯
科
幹
部
、❸
技
術
海

上
幹
部
・
技
術
航
空
幹
部
、❹
技

術
海
曹
・
技
術
空
曹
、❺
一
般
曹

候
補
生
、❻
予
備
自
衛
官
補

▽
応
募
資
格　

❶【
一
般
・
大
卒
程

度
】22
歳
以
上
26
歳
未
満（
大
卒

〔
見
込
含
〕は
20
歳
以
上
で
も

可
、修
士
課
程
修
了
者
等〔
見

込
含
〕は
28
歳
未
満
で
も
可
）【
一

般
・
院
卒
者
】20
歳
以
上
28
歳
未

満
の
修
士
課
程
修
了
者
等〔
見

込
含
〕【
歯
科
】20
歳
以
上
30
歳

未
満
で
専
門
の
大
卒〔
見
込
含
〕

【
薬
剤
科
】20
歳
以
上
28
歳
未
満

で
専
門
の
大
卒〔
見
込
含
〕、❷
医

師
・
歯
科
医
師
の
免
許
取
得
者
、

❸
大
卒
以
上
で
応
募
資
格
に
定

め
ら
れ
た
学
部
学
科
等
を
卒
業

後
、２
年
以
上
の
業
務
経
験
の
あ

る
人
、❹
20
歳
以
上
で
国
家
免

許
資
格
取
得
者
等
、❺
18
歳
以

上
27
歳
未
満
、❻【
一
般
】18
歳
以

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

❷
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
要
予
約
）

▽
日
時　

４
月
23
日（
月
）

　

午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所　

神
代
地
頭
方
１
６
７
６

❶
❷
共
通　

保
護
者
同
伴

問
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台
（
沼
田
）

　

☎
０
９
０
・
９
６
１
２
・
１
７
４
９

阿
波
お
ど
り
体
操

◆
第
１
０
４
回
講
習
会

▽
日
時　

４
月
７
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

賀
集
地
区
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

◆
第
50
回
・
第
51
回
講
座

▽
日
時　

４
月
12
日（
木
）、26
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

上
34
歳
未
満【
技
能
】18
歳
以
上

で
国
家
免
許
資
格
等
取
得
者

▽
受
付
期
間　

❶
❺
５
月
１
日

（
火
）ま
で
、❷
４
月
20
日（
金
）

ま
で
、❸
❹
４
月
20
日（
金
）～
５

月
25
日（
金
）、❻
４
月
６
日（
金
）

ま
で

※
自
衛
官
候
補
生
は
年
間
を
通
じ

て
募
集
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
自
衛
隊
淡
路
島
駐
在
員
事
務
所

　

☎
24
・
２
４
４
９

発
掘
調
査
速
報
展

　

平
成
27
・
28
年
度
に
発
掘
調
査

を
行
っ
た
国こ
く
が衙
廃は
い
じ寺
跡
・
長な
が
て手
遺

跡
・
入い
り
た田
稲い
な
り荷
前ま
え

遺
跡
の
出
土
遺

物
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
７
日（
土
）～

　

30
日（
月
）

▽
場
所　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　

☎
42
・
３
８
４
９

淡
路
島
公
園
・あ
わ
じ
石
の

寝
屋
緑
地
ハ
イ
キ
ン
グ

展
望
台
か
ら
明
石
海
峡
大
橋
が
一
望

▽
日
時　

５
月
20
日
（
日
）

※
雨
天
順
延
５
月
27
日
（
日
）

▽
コ
ー
ス　

淡
路
島
公
園
・
あ
わ

じ
石
の
寝
屋
緑
地
・
鳥
の
山
展

望
台
。健
脚
コ
ー
ス
約
12
ｋ
ｍ（
午

後
４
時
解
散
予
定
）、
ゆ
っ
た
り

空
き
家
バ
ン
ク
無
料
相
談

▽
内
容　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
・
利
活
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

▽
日
時　

４
月
13
日（
金
）、27
日

（
金
）の
午
後
１
時
～
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

※
平
日
は
、ふ
る
さ
と
創
生
課
で

も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　

☎
43
・
５
２
０
５

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
移
行
手
続
き

日
曜
相
談
窓
口

　

eo
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行
申
込
み

を
対
面
で
相
談
し
な
が
ら
手
続
き

が
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

❶
４
月
15
日
（
日
）
❷

４
月
22
日
（
日
）
❸
４
月
30
日

（
月
）
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
場
所　

❶
伊
加
利
地
区
公
民
館

コ
ー
ス
９・５
ｋ
ｍ
（
午
後
２
時
解

散
予
定
）

▽
集
合　

ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
館

前
に
午
前
９
時
集
合

▽
参
加
費　

無
料

※
参
加
賞
あ
り

▽
持
ち
物　

弁
当
、飲
み
物
、雨
具
、

救
急
薬
品
ほ
か

問
同
管
理
事
務
所

　

☎
０
７
９
９
・
72
・
５
３
７
７

働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

◆
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
編
む
籠
バ

ッ
グ
づ
く
り
新
規
募
集

▽
日
時　

４
月
19
日
、26
日
、5
月

３
日
、10
日
の
毎
週
木
曜
、午
前

10
時
～
正
午

▽
内
容　

ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を
使

っ
て
籠
バ
ッ
グ
を
4
回
シ
リ
ー
ズ

で
完
成
し
ま
す
。春
の
行
楽
シ
ー

ズ
ン
に
む
け
て
お
し
ゃ
れ
な
籠
バ

ッ
グ
は
収
納
力
抜
群
。

▽
材
料
費　

１
０
０
０
円

▽
持
ち
物　

木
工
用
ボ
ン
ド
、洗

濯
ピ
ン
10
個

▽
申
込
締
切　

定
員
10
人
に
な
り

次
第
締
め
切
り

◆
サ
ー
ク
ル
講
座
等
の
随
時
入
会

　

受
付
し
て
い
ま
す

　

料
理
、
パ
ン
、
手
編
み
、
ヨ
ガ
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ウ
ク
レ
レ
、
手
縫
い
、

舞
踊
等
の
サ
ー
ク
ル
講
座
の
見
学

や
体
験
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
ヨ
ガ

等
貸
館
講
座
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

滝
川
記
念
美
術
館
　
玉
青
館

❶
淡
路
島
の
ぶ
ろ
ん
ず
展

▽
期
間　

4
月
1
日（
日
）ま
で

❷
館
蔵
品
展
１

▽
期
間　

4
月
６
日（
金
）か
ら

❶
❷
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

◆
平
成
30
年
度「
友
の
会
」会
員
募
集

▽
特
典　

❶
当
館
展
覧
会
が
無
料

で
観
覧
❷
京
阪
神
や
四
国
の
展

覧
会
情
報
を
送
付
❸
見
学
会
な

ど
友
の
会
の
行
事
に
参
加
可
。

▽
申
込
方
法　

入
会
申
込
書
に
会

費
を
添
え
て
持
参
、ま
た
は
郵

便
振
替
で
も
入
金
可

▽
会
費　

年
額
１
０
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
人
形
座（
４
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容　
「
戎
舞
」「
人
形
解
説
」・

「
伊
達
娘
恋
緋
鹿
子　

火
の
見

櫓
の
段
」

※
上
演
内
容
が
変
わ
る
場
合
あ
り

◆
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
特
別
企
画

▽
内
容　

嫉
妬
に
狂
う
女
の
情
念

「
日
高
川
嫉
妬
鱗　

天
田
堤
よ

り
渡
し
場
の
段
」。
恋
す
る
男
を

想
う
あ
ま
り
、
嫉
妬
に
身
を
焦

が
し
蛇
体
と
な
っ
て
川
を
渡
る
。

▽
日
時　

４
月
28
日
（
土
）
～
５

　
４月の無料相談

❷
三
原
志
知
公
民
館
❸
さ
ん
さ

ん
ネ
ッ
ト
局
舎（
市
役
所
本
館
隣
）

▽
持
参　

お
届
け
し
て
い
る
書
類
一

式
、
認
め
印
、
現
在
契
約
し
て

い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
話
等

の
請
求
明
細
書

問
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
☎
43
・
２
３
４
５

困
っ
た
と
き
、ま
ず
は

さ
わ
や
か
県
民
相
談
室

　

県
政
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、
日

常
生
活
上
の
諸
問
題
ま
で
、
様
々

な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

必
要
な
場
合
は
、
専
門
の
相
談

窓
口
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
通
話
料
無
料
）

　

０
１
２
０
・
36
・
７な

や

み

ゼ

ロ

８
３
０

テ
レ
ビ
電
話
に
よ
る

無
料
家
事（
家
庭
問
題
）相
談

▽
内
容　

県
洲
本
総
合
庁
舎
に
設

置
の
テ
レ
ビ
電
話
を
利
用
し
て

離
婚
、相
続
、夫
婦
、男
女
、親
子
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文
化
・
ま
な
び

催
　
し

相
　
談

市民無料法律相談（先着９人）
◆内容　弁護士による相談（１人20分）
◆日時　10日（火）・26日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民協働課☎43-5244（予約必要）

若者就労相談
◆対象　仕事に就いていない15～39歳ま
　での働く事に悩みをもつ若者とその家族
◆日時　25日（水）
　❶13：00～❷14：00～❸15：00～
◆場所　市役所２階相談室
問あかし若者サポートステーション
　☎078-915-0677（予約必要）

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　市役所本館２階
問市消費生活センター☎43-5099 

司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　登記・成年後見・法律の相談
◆日時　18日（水）18:00～21:00
◆場所　洲本市文化体育館
◆申込　司法書士船越事務所　船越まで
　　　　☎23-0086（予約必要） 

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・許認可・契約関係
◆日時　９日(月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　土井惠一朗行政書士事務所
　　　    ☎53-1771（予約必要）

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　25日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　社家一級建築士事務所
　　　　☎0799-42-1018（予約必要）

母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5219

家庭児童相談
◆内容　子育て・不登校・いじめなどの相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5239 

教育相談窓口
◆日時　９日（月）13:00～15:00
◆場所　洲本総合庁舎１階会議室
問教育相談窓口☎22-4152（予約必要）

農地相談（先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　27日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）

情報瓦ばん

お
知
ら
せ

 健康保険料率

  10.06％ ⇒ 10.10％

 介護保険料率

   1.65% ⇒  1.57％　

※任意継続被保険者は４月分 
　からの変更となります



さんさんネット　４月番組の見どころ 問さんさんネット
　☎43-2345

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

大
会
結
果

第
10
回
香
川
県
空
手
道
錬
成

大
会
（
２
月
18
日
・
高
松
市
牟
礼
総
合

体
育
館
）

◆
組
手
（
空
手
）

小
学
４
年
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス

③
西
岡　

來ら

み桜
（
拳
星
會
）

第
13
回
南
あ
わ
じ
市
ジ
ュ
ニ
ア

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大
会
（
２

月
12
日
・
三
原
健
康
広
場
）

①
八
木
Ｊ
Ｖ
Ｃ

②
松
帆
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

③
賀
集
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

③
榎
列
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

南
あ
わ
じ
市
囲
碁
大
会
（
２
月

25
日
・
中
央
公
民
館
）

【
Ａ
級
】

①
榊
秀
一
（
福
良
）
②
森
川
勝
次
（
阿

万
）
③
川
渕
泰
司
（
阿
万
）

【
Ｂ
級
】

①
前
川
和
也
（
榎
列
）
②
武
市
健

治
（
八
木
）
③
溝
口
節
夫
（
福
良
）

【
Ｃ
級
】

①
溝
渕
勝
己
（
倭
文
）
②
権
上
武

（
市
）
③
仲
田
数
文
（
市
）

近
畿
地
区
２
級
・
３
級
普
及
指

導
員
研
修
交
歓
大
会
（
３
月
６
日
・

県
立
三
木
総
合
防
災
公
園
）

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

②
岡　

武
夫
（
松
帆
）

★
大
会
結
果
は
市
大
会
規
模
以
上
を
対
象

と
し
、
大
会
主
催
者
及
び
関
係
者
か
ら
の
情

報
提
供
に
基
づ
き
、
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

問
広
報
情
報
課
☎
43
・
５
２
０
６

　

F

 

43
・
５
３
０
６　
　

kouhou@

city.m
in

am
iaw

aji.h
yogo.jp

　４月の休館日
２日（月）、９日（月）
16 日（月）、23 日（月）

　27 日（金）月末整理日
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　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間分
の番組内容が表示され
ます。また、録画機で簡単
予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

※さんさんネットのホー
ムページでも番組表を確
認いただけます

※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください

EPG（電子番組表）

情報瓦ばん
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　賀集立川瀬～神代国衙に位置する遺跡です。
平成29年５月から進めてきた調査で、奈良時
代の掘立柱建物を８棟確認しました。
　８棟の内３棟が倉庫と考えられる総柱建物
で、南北方向に３棟並んで配置されています。
柱穴が約70㎝と比較的大きいことなどから、
役所に関連す
る施設と考え
られます。

木き

べ辺
遺
跡

倉庫群

日本全国の古くて美しい町並
みが残るエリア“重要伝統的
建造物群保存地区”。そのエリ
アとともに独自基準で選んだ
全１１９カ所の美しい町並みを
取り上げ、写真で紹介。町並み
をかたちづくる建物の特徴を
イラスト図解する。一度は訪
れたい歴史と文化を今に伝え
る。

消える、落ちる、こぼれる･･･。
みぢかなものが動くときの、肉
眼では見えない「しゅんかん
の姿」がたたんだ２倍にのびる
ページをめくると出てきて、切
り撮った写真を解説とともに
掲載。これは、なんのしゅんか
んなのか考えて、解説も読ん
で、科学への興味をふくらませ
てみよう。

ヴァネッサという女の子が転
校してきた。いつもひとりぼっ
ち。いじめる子までいる。この
ままでいいの？ある朝、勇気を
出してヴァネッサの家へ向か
うと･･･。ひとりの子どもの小さ
な勇気を描いた、絵を読む絵
本。だれかがいじめられて傷つ
いたりするのを見たときに、あ
なたにもできることがあるよ。

日本の最も美しい町 麦ばあの島　１～４ そうだったのか！
しゅんかん図鑑

わたしは
ヴァネッサと歩く

美しい町研究会／著
（エクスナレッジ）

古林海月／作・画（すいれん舎） 伊知地国夫／写真 ( 小学館 ) ケラスコエット／作・絵
（岩崎書店）

今もなお、日本社会における
重大な人権侵害の事例として
注目を集めるハンセン病問題
を主題とした長編コミック。
ハンセン病患者・家族の苦し
みや悲しみを描いた物語を
読みながら、様々な事象を学
べる。作者は、公務員時代に
仕事でハンセン病診療所・邑
久光明園を訪問し交流を重
ね、執筆をつづけてきた。

問市立図書館☎53-0234　
　開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
 　※広田・湊地区公民館図書室は土曜日も17時まで

みんなの図書館
今月のおすすめ本

皆さんに読んでほしい
本を紹介しています

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
３
月
号
掲
載
の
「
第
38
回
Ｂ
＆

Ｇ
会
長
杯
全
淡
柔
道
大
会
結
果
」
個

人
・
小
学
生
男
子
５
年
で
、
原
田
琉

碧
さ
ん
の
名
前
が
間
違
っ
て
お
り
ま
し

た
。
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

南あわじ市役所本館窓口について

❶ 本館１階に総合窓口センターの開設
　４月２日から、各種証明書発行業務や申請業務を

本館１階に設置する総合窓口センターで行います。

❷ 毎週木曜日は午後７時まで窓口を開設
　毎週木曜日（年末年始や祝日を除く）は午後７

時まで時間を延長して窓口を開設しますので、昼

間お仕事がある人にも便利になります。

❸ ５月から休日窓口は日曜日のみ実施
　土日祝日に実施していた休日窓口については、

５月から日曜日（年末年始を除く）のみ実施しま

す。

※市民交流センターでは、これまでと同様のサー
ビスを継続します

本館窓口が次の通り変わります。
よろしくお願いします。

問総務課
　☎43-5001

洲
本
高
校
２
年

安
達
　
龍り
ゅ
う
い
ち一

さ
ん
（
沼
島
）

Ｕ
‐
19
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ア
ジ
ア
選
手
権

大
会
出
場
お
め
で
と
う

　

洲
本
高
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
所
属
の
安
達
龍
一
選
手
は
、
日

本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
強
化
選
手
選
考
会
で
選
ば

れ
、
３
月
23
日
～
25
日
に
タ
イ
で

開
か
れ
る
Ｕ
‐
19
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ア
ジ
ア
選
手
権
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

沼
島
中
学
校
時
代
は
テ
ニ
ス
部

だ
っ
た
安
達
選
手
は
、
１
９
６
㌢

の
長
身
を
生
か
し
、
高
校
か
ら
同

部
に
入
部
。
壮
行
会
で
は
「
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
経
験
が
２
年
で
他
の
選
手

よ
り
技
術
が
な
い
け
ど
、
で
き
る

こ
と
を
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
」
と

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

３
月
７
日
の
壮
行
会
で
、守
本
市
長
か
ら

激
励
を
受
け
る
安
達
選
手（
右
）

４月 ６日（金）～

・こちら市役所です
 ～平成30年度 南あわじ市新任職員紹介～

４月10日（火）～ 

・幼保連携型認定こども園松帆南
　「あたらしいお友達を迎える会」

入園式・入学式

・４月11日（水）～　志知保育所 入園式
・４月16日（月）～　倭文小学校 入学式
・４月17日（火）～　榎列小学校 入学式
・４月18日（水）～　南淡中学校 入学式

４月16日（月）～ 23日（月）

・南あわじ市子ども伝統芸能発表会

４月23日（月）～ 30日（月）

・和太鼓美鼓音 結成２０周年記念公演

さ ん さ ん ニ ュ ー ス 撮 っ て お き ☆
月曜日～金曜日　午後７時 30 分更新
■放送　午後０時 30 分～、午後４時 30 分～
 午前＆午後７時 30 分～、午後 10 時 30 分～

毎週月曜日　午後８時更新
■放送　午前８時～、午後１時～、午後８時～

第77回市議会定例会一般質問

■放送日　４月　９日（月）～ 13 日（金）

 （再放送）４月 14 日（土）・15 日（日）

■放送　午前８時～、午後８時～

　　　　 ※ 14 日のみ午後１時からも放送
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いきいき健康生活

 休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00～11：30
13：00～16：30 19：00～22：30

 １日（日） 穀 内 純 江 医師 守 本 圭 希 医師

 ８日（日） 鈴 木 俊 示 医師 橋 田 友 孝 医師

15日（日） 友清龍一郎 医師 瀧 川　 卓 医師

22　日（月） 宮 㟢 美 枝 医師 友清龍一郎 医師

29　日（日） 橋 田 友 孝 医師 福 田 郁 夫 医師

30　日（月） 福 田 郁 夫 医師 村 野 謙 一 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院
平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専
門以外の診療はでき
ない場合があります

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎43-5218）まで

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）1回100円
内容   日 曜日　    時間 　　   場所

阿波踊り体操
４ 水

10:00 ～
　南あわじ市
　保健センター18 水

   ４月の健康カレンダー

● 乳幼児健康カレンダー　　 　　（　　）は対象

内容  　日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 19 木 13:15 ～ 13:30

南あわじ市
　保健センター

４か月児健康診査
（29年12月生）

27 金 12:30 ～ 13:00

10か月児健康診査
（29年6月生）

20 金 12:30 ～ 13:00

１歳6か月児健康診査
（28年９月生）

３ 火 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（28年1月生）

18 水 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（27年3月生）

13 金 12:30 ～ 13:00

就学前５歳児健康診査
（25年４月生）

16 月 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（27年1月･27年7月生）

4 水 13:15 ～ 13:45

育児相談
（29年2月生） 11 水

13:30 ～ 14:00
（29年9月生） 17 火

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（29年11月生）

25 水  ９:45 ～ 10:00

遊びの教室（予約制） 5 木  ９:30

発達支援相談（予約制） 5 木 13:30 ～

● 健康相談
内容  日 曜日　　  　時間 　　場所

生活習慣病相談、
栄養相談、
血圧測定など

17 火
  ９:00 ～ 10:30
 13:00 ～ 15:00

市役所
本館 1 階

小児救急医療

◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時までの間、医師が輪番で小

児夜間救急診療を行っています。

問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799

◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の洲

本市応急診療所において、小児科医の輪番による小

児救急診療所を開設しています。

受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

● 愛育班活動
内容   日   曜日 場所

分班長会議 19 木 　沼島総合センター
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健診内容は？

申し込みから健診までの流れ

健診予定と健診場所

・ 健康診査(19～39歳)

・ 特定健康診査（40～74歳）

・ 後期高齢者健康診査（75歳以上）

・ がん検診（肺、胃、大腸、口腔、前立腺、

　子宮頸、乳房）

・ その他検診（結核、骨粗しょう症、
   肝炎、胃ABC、腫瘍マーカー）など

問健康課☎43-5218

各世帯に送られてきた申込書に記入し、

同封の返信用封筒でご返送ください。

※受診しない人も返送が必要です

　高齢者の肺炎球菌予防接種の対象者は次のとおりと
なります。対象者には４月上旬に通知します。
対象者　南あわじ市に居住する右の表の年齢に該当す
　る人です。ただし、今までに高齢者肺炎球菌ワクチン
　を1回以上接種した人は対象外です。　
接種期間　　４月1日～翌年3月31日
自己負担金　3,000円（医療機関の窓口でお支払ください。
　ただし、生活保護受給者は自己負担なし）
持参するもの　健康保険証、予診票
　右の表の※印に該当する人は、健康課（☎43-5218）
へ連絡いただければ予診票を発行します。
※生活保護受給者は生活保護受給証明書を持参（福祉
　課生活福祉係（☎43-5216）へ連絡して、接種を受け 
　るときに持参してください。）

※今年度は湊地区公民館、広田地区公民館の改修により、町ぐる

　み健診の予定が例年と変わります

申込者へ

健診受診票等郵送

健診会場にキッズスペースを設
けていますので、子ども連れの
人も安心して受診できます。

町ぐるみ健診は日時指定制のため要申込み!!

申込締切　4月16日（月）
※申込み順に日時が割り当てられます。

♥

♥

♥

● 献血
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

27 金 11：30 ～ 16：00 　北阿万地区公民館

● 認知症を支える家族の会　スマイル
認知症の介護の悩みを話し合える場

  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

11 水 14：00 ～ 15：00 　中央公民館２階

※詳しくは、地域包括支援室（☎43-5237）まで

● スマイル ( 認知症 ) カフェ   　※申込不要

認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが集える場

  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

26 木 14：00 ～ 16：00 　いちばん星
　（市福永572）

町ぐるみ健診のご案内
～あなたとあなたを必要とする人のために～

1

２

３

平成 30 年度（4 月１日～翌年３月 31 日）の対象者

65 歳 昭和 28 年 4 月 2 日生～昭和 29 年 4 月 1 日生の人

70歳 昭和 23 年 4 月 2 日生～昭和 24 年 4 月 1 日生の人

75歳 昭和 18 年 4 月 2 日生～昭和 19 年 4 月 1 日生の人

80歳 昭和 13 年 4 月 2 日生～昭和 14 年 4 月 1 日生の人

85歳 昭和 ８ 年 4 月 2 日生～昭和 ９ 年 4 月 1 日生の人

90歳 昭和 ３ 年 4 月 2 日生～昭和 ４ 年 4 月 1 日生の人

95歳 大正 12 年 4 月 2 日生～大正 13 年 4 月 1 日生の人

100歳 大正 ７ 年 4 月 2 日生～大正 ８ 年 4 月 1 日生の人

※ 60 歳以上 65 歳未満の者であって、心臓・腎臓もしくは 
　呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機
　能に一定の障害を有する者。（身体障害手帳１級、及び同
　程度の障害）
○平成 26 年 10 月から平成 30 年度までの間は、各当該年
　度に節目年齢となる者に実施する予定です。

6 月  26、 27、 28、 29、 30 日 　保健センター

7 月  3、 4、 5、 6、 7、 8、 9、 10、11 日 　ららウォーク

7 月  26、 27、 28、30、31 日
　中央公民館

8 月  1、2、3 日

8 月  31 日
　湊地区公民館

9 月  1、3、4、5、6、7 日

平成30年度高齢者の肺炎球菌予防接種

４
月
上
旬

６
月
以
降

健
　
診

６
月
下
旬

　

～
９
月

19歳から
検診できるように

なりました

※詳しくは、福祉課（☎42-5216）まで

● こころやすらぐひろば   　※申込不要

精神疾患を抱える人とそのご家族らの交流を深める広場

  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

22 日 13：00 ～ 16：00 　いちばん星
　（市福永572）



　　　　

※３月号の正解は、『手延べ』 。　57通の応募がありました。

　平成 30年度の登録が始まっています。
　子育てが楽しく
なる交流と学びの
場です。ぜひ親子
で遊びにお越しく
ださい。

●出前ひろば （申込不要、ゆめるんノート、名札持参）
　おもちゃがいっぱいの自由遊びの広場。10:00 ～ 11:30

ひろば名 ４月の開設日 場所

みどり 11,27 市保健福祉センター

みはら 10,12,24,26 働く婦人の家

せいだん 10,12,17,24,26 湊地区公民館

なんだん 11,13,25,27 福良地区公民館

問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　 南あわじ市榎列松田747番地3　☎42-7703

子育て広場

●ふれあいプレイルーム （平日９：00～16：00）

　（申込不要、ゆめるんノート、名札持参）
場所 内容

ゆめるんセンター
公園に出かける感覚で、親子で遊ぶことができま
す。　赤ちゃんは、体重・身長測定もできます。

 ●年齢別ひろば　ゆめるんセンター　４月 
ひろば名 開催日 時間 内容等

いちご 17 日（火） 10:00～ ベビーマッサージ　要申込
定員40組　費用100円

ばなな
ぶどう

18 日（水）
19 日（木）
20 日（金）

10:00～
こいのぼり会　要申込
定員各日30組　費用100円
締切13日（金）
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※３月 22 日現在で行事の予定を掲載しています。
　定員に達している場合はご了承ください。

　市内各地で春祭り

が開催され、威勢の

良い声と豪華絢爛な

●●●●からは、元

気をもらいますよね。

　４月 29 日には淡路●●●●祭も開催されま

す。みなさんのご来場をお待ちしています。

　さて、●に入るひらがな４文字をお答えくだ
さい。（ヒントは広報 28 頁）

※クイズの正解者の中から抽選で５人に図書カード 1,000 円分をプ
　レゼント！（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

■応募方法（❶～❺全回答必須）
　❶クイズの答え、❷住所、❸氏名、❹年齢、❺広報やさん
　さんネット、南あわじ市に対するご意見・ご感想をお書き　
　の上、広報情報課までご応募ください。
■応募締切 ４月 13 日（金）※消印有効

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 広報情報課広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

※右の二次元コードを携帯電話のバーコード
　リーダで読み取り、クイズに応募できます

広報クイズ

●クッキングルーム『ゆめるんカフェ』が完成

　ゆめるんカフェでは、親子

クッキング教室を開いたり、

お弁当を持ち寄って自由にラ

ンチ・カフェを楽しめます。

ぜひご利用ください。

※コンシェルジュ＝フランス語で総合世話係の意味

　子育て支援コンシェルジュがお話を伺いながら、一緒

に考え、悩みの解決や一人ひとりにあわせた子育て支援

サービスの情報をお伝えします。ぜひお気軽にご相談く

ださい。

●『子育て支援コンシェルジュ』による子育ての悩み相談

　ゆめるんセンターでは、４

月から新たな子育て支援サー

ビスを始めます。

問同センター☎42-7703

平成30年３月13日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

●人　口 47,990人（前月比－44人）

　    （男） 23,143人（前月比－20人）

　    （女） 24,847人（前月比－24人）

●世帯数 19,270世帯（前月比＋12世帯）

※平成30年３月１日現在

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

高 川　 楓
ふうか

禾

野 口　 楓
ふうと

翔

岩 間　 愛
あ ゆ

優

谷　　 岳
がくと

翔

田 浦　 晴
はれる

琉

田 中　 陽
はると

翔

前 田　 笑
え な

那

正 木　 心
ここな

菜

森 井　 楓
ふうあ

彩

小島壮
そうのすけ

之助

齋 藤　　 航
わたる

若 尾　 実
みさき

咲

新 家　　 吉
よし

安 場　 瑠
る か

花

園 部　 恵
けいた

大

石 島　 心
ここみ

美

中川結
ゆ き の

姫乃

山 本　 結
ゆうだい

大

濵 田　 翔
しょうた

大

林　　 海
かいと

翔

久留米　葉
よう

小 林　 花
かのん

音

早 田　 小
こはる

桜

酒 井　 温
はると

大

福 原　 有
ありと

人

女

男

女

男

女

男

女

女

女

男

男

女

男

女

男

女

女

男

男

男

女

女

女

男

男

卓
英 洋
有希美
涼 平
新太郎
啓 輔
章 統
敏 文
忠
仁
竜 也
幸 佑
嘉 康
勇
全 克
茂 幸
智 一
栄 一
吉 則
大 典
三四郎
満
純 也
正 人
正 人

榎 列
八 木
榎 列
福 良
北阿万
八 木
北阿万
松 帆
市

榎 列
榎 列
山梨県
潮美台
北阿万
徳島県
福 良
北阿万
阿那賀
松 帆
広 田
福 良
広 田
広 田
神 代
広 田

２ 月 ８ 日
２ 月 ８ 日
２ 月 ９ 日
２月 10 日
２月 11 日
２月 11 日
２月 13 日
２月 13 日
２月 14 日
２月 15 日
２月 15 日
２月 15 日
２月 16 日
２月 17 日
２月 20 日
２月 21 日
２月 23 日
２月 24 日
２月 27 日
２月 27 日
２月 28 日
２月 28 日
２月 28 日
３ 月 ３ 日
３ 月 ７ 日

結婚

死亡

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日

阿部　隆志（福　良）

柏木　直也（広　田）

塩田　将史（松　帆）

森　　一仁（賀　集）

松本　安弘（阿　万）

川端　賢志（シンガポール）

村上　　肇（賀　集）

小丸　拓也（松　帆）

原　　巧樹（広　田）

稲井　克哉（八　木）

金山　和也（北阿万）

橋本　和久（洲本市）

前田　智己（　湊　）

山本　啓介（神戸市）

辻　　美久（徳島県）

土井　　明（広　田）

熊橋　純奈（　湊　）

大濱　優菜（賀　集）

山田ひかり（奈良県）

平　佳緒梨（榎　列）

濱崎　真希（北阿万）

山本果菜子（津　井）

籾山　京子（神戸市）

浜端　梨加（洲本市）

清水　亜美（潮美台）

前田　悠貴（八　木）

空　　史惠（洲本市）

井上　由理（神戸市）

２ 月 14 日

２ 月 15 日

２ 月 15 日

２ 月 20 日

２ 月 22 日

２ 月 24 日

２ 月 24 日

２ 月 26 日

２ 月 28 日

３ 月 ３ 日

３ 月 ３ 日

３ 月 ４ 日

３ 月 ４ 日

３ 月 ４ 日

出生

氏名 年齢 地区 死亡日

髙田　秀夫
三輪　照子
山下　　濟
中田　利治
中島ひろ子
原口　昌大
七夕　敬一
冨山　健次
飯田　光子
濵口　和枝
正木　　樹
酒井よしゑ
居神　逸　
村上　　子

市
福 良
津 井
八 木
福 良
神 代
福 良
志 知
灘

沼 島
神 代
神 代
榎 列
榎 列

85
89
88
76
76
86
83
88
75
88
88
101
82
101

２ 月 22 日
２ 月 22 日
２ 月 24 日
２ 月 25 日
２ 月 27 日
２ 月 28 日
３ 月 １ 日
３ 月 １ 日
３ 月 １ 日
３ 月 ２ 日
３ 月 ２ 日
３ 月 ３ 日
３ 月 ４ 日
３ 月 ４ 日

氏名 年齢 地区 死亡日

坂本　隆雄
嶋　　光子
長谷よしこ
樫本　　薫
道上　辰治
山崎さよ子
船本　まさ
井上　文子
原口　一美
喜田ひさゑ
齊藤　光子
長谷　吉博
増田　福雄
岡本　清美
壽圓　正克

阿 万
榎 列
阿 万
北阿万
松 帆
潮美台
市

広 田
市

神 代
八 木
八 木
松 帆
湊

倭 文

84
82
100
84
91
91
88
83
87
90
99
89
79
82
73

３ 月 ５ 日
３ 月 ５ 日
３ 月 ５ 日
３ 月 ６ 日
３ 月 ６ 日
３ 月 ６ 日
３ 月 ７ 日
３ 月 ８ 日
３ 月 ８ 日
３ 月 ９ 日
３ 月 10 日
３ 月 10 日
３ 月 11 日
３ 月 12 日
３ 月 13 日

氏名 年齢 地区 死亡日

阿部　嘉子
窪田はまゑ
栁本たまゑ
野川　道子
川本　繁廣
澤田　信雄
山口　誠治
長谷　進一
山岡　晴子
中田みつゑ
吉田　英明
中尾　敬一
馬野　芳彦
池田　正之

阿 万
松 帆
湊

賀 集
灘

福 良
神 代
阿 万
八 木
賀 集
市

神 代
福 良
神 代

75
96
104
95
85
66
60
89
78
65
90
89
75
82

２ 月 12 日
２ 月 13 日
２ 月 13 日
２ 月 14 日
２ 月 15 日
２ 月 15 日
２ 月 16 日
２ 月 18 日
２ 月 18 日
２ 月 19 日
２ 月 19 日
２ 月 20 日
２ 月 21 日
２ 月 22 日

ゆめるんセンター
子育てサービスのお知らせ

●４月の催し　※要申込

行事名・場所 日時 費用等

ままひろば
「アクセサリーづくり」
・ゆめるんセンター

13日（金）
10：00～

先着15人
費用1000円程度

４月のお誕生日会

　みはら・せいだんひろば
26日（木）
11：10～

　みどり・なんだんひろば 27日（金）
11：10～
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　舞子高校環境防災科１年生の生徒らが、３月１日、
広田小学校と沼島小学校で防災出前授業を実施。児
童らは地震や防災に関するクイズや防災リュック作
りなどで、防災意識を高めました。
　同授業は、昨年５月に当市と舞子高校が締結した
教育提携協定の一環で行われ、昨年 12月にも松帆
小学校と西淡志知小学校で開催されました。
　広田小学校では５年生対象に行われ、生徒４人が
阪神淡路大震災の被災や震災ボランティア活動につ
いて説明。また、児童らはグループに分かれて、生
徒から出題される「避難所に愛犬を連れて行きます
か？」「大津波警報発令時、家族が残っているかもし
れない海の近くにある実家へ戻りますか？」などの
問題について、一人ひとり意見を出し合い、災害時
の対応について認識を深めていました。

　南あわじ市体育協会が２月18日、南あわじ市湊出身のガンバ

大阪などで活躍した木場昌雄さんと、元サッカー日本代表の加地

亮さんを招き、三原健康広場で講演会とサッカー教室を開催。市

内の小学２～５年生の約１５０人が参加しました。

　講演会では、これまでのサッカー経験を話し、木場さんから「自

分で決めた道を諦めずに進んでほしい。迷ったときは挑戦してほし

い」、加地さんから「大切なことは、自分で考えること。そして行

動に移し、継続すること」と子どもたちにエールを送りました。

　グラウンドで行われた教室では、木場さんが４、５年生を、加

地さんが２、３年生を指導。子どもたちは目を輝かせながら、必

死に二人の指導に耳を傾け、ボールを追い掛けていました。

　第８回日本バッハコンクール全国大会で三原中学校２年の宮本幹太さん

（市）が中学生Ａ部門で銅賞を受賞しました。

　宮本さんは４歳から音楽教室に通い、８歳からはピアノ教室に通い始

めました。中学校ではソフトテニス部に所属しながら、ピアノの練習も

続け、今回初めてコンクールに挑戦しました。

　バッハコンクールは、バッハのポリフォニー作品（両手でそれぞれ異な

るメロディーを演奏する作品）の楽譜を正確に読む力、そして演奏する

技術を競います。参加者はいくつかの課題曲から１曲を選択。地区大会、

全国大会へと挑戦します。

　宮本さんも昨年 12月の徳島地区大会に向け、９月頃から練習をスター

ト。家やピアノ教室で毎日２時間の練習を重ねた結果、地区大会で優秀

賞と審査員特別賞を受賞。全国大会への切符を手にしました。東京で２

月 11日に開催された全国大会には、地区

大会を勝ち進んだ 124人が参加し、みごと

銅賞に輝きました。

　宮本さんは「結果発表で名前が呼ばれて

ビックリした。次は４月の発表会に向けて

練習をがんばる」と話してくれました。

　３月７日、東日本大震災から７年を迎える前に、

大規模な被害を受けた宮城県南三陸町の復興支援

として、南あわじ市では南三陸町産の食材を使っ

て調理した特別給食メニューを市内の小中学校と

幼稚園に出しました。

　給食に使用した南三陸町の食材は銀ザケと小松

菜、メカブで、「サケのカレー風味」や「こまツナ

サラダ」、「めかぶスープ」などに調理されました。

　神代小学校６年のクラスでは、南三陸町へ２年間

派遣されていた南あわじ市危機管理課の稲本順也課長補佐が児童

らに派遣時の体験を話したあと、「おいしく食べて復興支援をしよ

う」と給食が始まりました。榎本望
みら い

来さんは、「こういう形で復興

の手助けになれてうれしい」と笑顔で話してくれました。　　

小学２～５年の児童150人が参加 第８回日本バッハコンクール全国大会

南三陸町の食材を給食に使用

宮本幹太さん（三原中）がピアノコンクールで銅賞

おいしく食べて復興支援

南あわじ市・舞子高校教育提携事業

舞子高校生が広田小・沼島小で防災出前授業

01 銅賞に輝いた宮
本さん。02 ピアノの
練習に励む宮本さん。

南三陸町の食材を使用された給
食を美味しそうに食べる神代小
学校６年生。

01 木場さんから指導を受ける子どもたち。02 ボール
キープする子どもからボールを奪おうとしている加地
さん。03 木場さんと加地さんと記念撮影する児童ら。

生徒から出された問題について、一人ひとり
意見を出し合う広田小学校児童。

01

02

元Ｊリーガー・木場さんと加地さんが技術指導

01

02

03

【お詫びと訂正】　広報３月号掲載の灘地区アンテナショップ「昇り坂」の記事で、「昇り坂」
代表の西山友和さんの名字が間違っておりました。訂正しお詫び申し上げます。
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 布団だんじりや投げだんじり、

獅子舞の魅力はもちろん、情

緒あふれるだんじり唄も見所。

また、和太鼓や園児による竹

太鼓もあります !

日　時　４ 月 29 日（日・祝）

　　　　午前８時～午後３時 30 分
場　所　三原健康広場　※雨天中止

駐車場　三原健康広場グラウンド、
　　　　　淡路三原高校グラウンド、市役所
　　　　　※高速バス利用者用に陸の港西淡から送迎バスあり

問淡路だんじり祭実行委員会事務局（社会教育課内）
　☎43-5232　F43-5332

淡路だんじり祭を撮って特産品をゲットしよう！！

◆賞品
　特選：淡路ビーフ（３万円相当）、準特選：ハモなどの海

産物（１万円相当）、入選：地域特産物（５千円相当）など
※詳細、応募方法は市ホームページに掲載しています

募集『フォトコンテスト』

会場やシャトルバスの案内などをしていただける人を募っ
ています。

募集『運営ボランティア』

区画数　30 区画　〔500 円／区画〕
　　　　※１区画〔２ｍ×３ｍ〕

商品　　ご家庭で不要になったもの
　　　　※動植物、飲食物、薬品等は不可

申込資格　淡路島内に住所を置く人

申込締切　４月６日（金）締切　　
※応募数が募集区画数に達した時点で締め切らせていただきます

募集『フリーマーケット出店者』

淡路だんじり祭
だんじりが約20台集結 ヨーイヤ

サ
チョーサ

ジャ

Ｈ29フォトコンテスト特選写真
大西啓之さん撮影

女流義太夫の竹
たけもと
本駒

こまのすけ
之助さん

南あわじ市名誉市民に選定

　３月７日、南あわじ市議会の同意を受け、南あ

わじ市市福永出身で、女流義太夫として活躍され

ている竹本駒之助さん（本名：上田悦子）が南あ

わじ市名誉市民に選定されました。

　南あわじ市名誉市民は、旧町から 30 人の名誉

町民が継承されており、南あわじ市になってから

は初めての名誉市民選定になります。

竹本駒之助さんの紹介
　竹本駒之助さんは、 淡路人形浄瑠璃発祥の地である市

地区で生まれ、義太夫が盛んな地域であり、また母が義

太夫好きだったこともあり、市
いち

中学校に入ってから義太夫

を始めました。この時、のちに三味線の人間国宝になる

鶴澤友路師匠（福良）から１か月ほど義太夫を教わって

います。

　昭和 24 年 14 歳の時、義太夫の才能を買われて、大

阪で活動されていた女

流義太夫の竹本春
はるこま

駒師

匠の内弟子になり、文
ぶんらく

楽

の諸師匠方に師事されま

す。その後、 18 歳で文

楽太夫の四世竹本越
こ し じ

路

太
だ ゆ う

夫(人間国宝)に師事、

35 歳の時に越路太夫師の女性唯一の門人となり、さらに

技芸を磨かれました。

　平成 11 年には重要無形文化財「義太夫節浄瑠璃」個

人指定保持者（人間国宝）に認定されたほか、紫
し じ ゅ

綬褒
ほうしょう

章

や旭
きょくじつ

日小
しょうじゅしょう

綬章の受章及び、文化功労者にも選出されるな

ど、国内における芸術文化分野での功績が高く評価され

ています。

　また、東京で行われる義太夫協会の定期公演に淡路人

形座の座員を招
しょうへい

聘するなど、淡路人形浄瑠璃の継承と発

展にも貢献されています。
名誉市民に選定された竹本駒之助さん
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